
第
34号

　
2025年

4月
発

行

特 集 日本の魅力を世界に発信地域を守り、地域と生きる特 集

Vol .34



2025.4 2

イラスト／龍神 貴之
題字／園元 伸子

（日本公庫 中小企業事業本部 保険審査部）

Vol .34
41330 10161926 6 322

炉
辺
談
話

自
ら
の
価
値
は
、自
ら
が
決
め
る 
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地
域
を
守
り
、地
域
と
生
き
る

寄 
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一
般
社
団
法
人
場
所
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

名
誉
理
事
・
ぴ
あ
総
合
研
究
所
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

｜ 

吉
澤 

保
幸

地
方
創
生
２
・
０
に
寄
せ
て  

「
地
域
循
環
共
生
圏
の
構
築
へ
」

C
a

se
1

三
重
県
津
市

　
　
　
　
　
　
　
　

 

株
式
会
社
美
鈴
急
送

創
業
１
５
０
年
の
老
舗
ウ
ナ
ギ
店
を
承
継 

運
送
会
社
が
伝
統
の
味
を
守
る

C
a

se
2

石
川
県
七
尾
市

　
　
　
　
　
　
　
　

 

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
高
農
園

多
品
種
×
ユ
ー
ザ
ー
直
売 

赤
土
育
ち
の
個
性
派
野
菜
が
全
国
か
ら
能
登
島
に
人
を
呼
ぶ

C
a

se
3

徳
島
県
徳
島
市

　
　
　
　
　
　
　
　

 

株
式
会
社
電
脳
交
通

徳
島
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ 

ク
ラ
ウ
ド
型
タ
ク
シ
ー
配
車
シ
ス
テ
ム
が
地
域
交
通
を
支
え
る

C
a

se
4

東
京
都
港
区

　
　
　
　
　
　
　
　

 

株
式
会
社
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ

お
菓
子
の
サ
ブ
ス
ク
通
じ
地
域
活
性
化
に
貢
献 

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
、世
界
１
８
７
カ
国
に
向
け
販
売

T
o

p
ic

s
-1

キ
ノ
コ
の
Ｊ
Ａ
中
野
市
、佐
賀
牛
の
Ｊ
Ａ
伊
万
里 

日
本
公
庫
と
の
連
携
生
か
し
課
題
を
克
服

T
o

p
ic

s
-2

進
取
の
組
織
、独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局 
お
札
を
完
璧
に
造
り
続
け
て
日
々
新
た
に

シ
リ
ー
ズ 

ま
ち
か
ら
、む
ら
か
ら

山
形
県
遊
佐
町

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
高
級
サ
ケ「
め
じ
か
」の
ふ
る
さ
と

鳥
海
山
の
恵
み
が
育
む
伝
統
の
サ
ケ
ふ
化
・
放
流
事
業
を
次
世
代
に
継
承
へ

表紙のはなし
初夏のサイクリングは、爽やかな風とまぶしい新緑が魅力です。ペ
ダルをこぐリズムに合わせて深呼吸すれば、心も体も軽やかに。風
を切って進む心地よさや、草木の香りに包まれる感覚は、サイクリン
グならではの醍醐味（だいごみ）です。郊外の自然豊かな道を走れば、
日常を忘れてリフレッシュできるひとときが待っています。次の週
末には、少し足を延ばして自然との一体感を楽しんでみませんか？
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1962年東京生まれ。劇作家、演出家とし
て劇団「青年団」を主宰。『東京ノート』『ソウ
ル市民』などの戯曲は、各国のアレンジを加
えて世界中で上演される作品となっている。
2019年、兵庫県豊岡市に移住。2021年
より兵庫県公立大学法人芸術文化観光
専門職大学の初代学長を務めている 。

平田 オリザ （ひらた おりざ）

￨
￨

２
０
１
９
年
、50
代
に
し
て
東
京
か
ら
兵
庫
県
の
豊
岡
市

に
移
住
さ
れ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
東
京
に
生
ま
れ
育
ち
、仕
事
の
拠
点
も
東
京
だ
っ
た
自

分
が
移
住
し
た
理
由
は
、計
画
段
階
か
ら
関
わ
っ
た
芸
術
文

化
観
光
専
門
職
大
学（
２
０
２
１
年
開
学
・
以
下
Ｃ
Ａ
Ｔ
※
）

学
長
へ
の
就
任
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
加
え
て
、ま
だ
幼

い
子
ど
も
を
豊
か
な
環
境
の
中
で
育
て
た
い
と
い
う
希
望

も
あ
り
ま
し
た
。
兵
庫
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
豊
岡
市

に
は
城
崎
温
泉
や
神
鍋
高
原
の
ス
キ
ー
場
が
あ
り
、コ
ウ

ノ
ト
リ
の
生
息
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

￨
￨

大
都
市
圏
か
ら
離
れ
た
地
方
都
市
に
生
ま
れ
た
、新
た
な

大
学
。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
は
何
で
し
ょ
う
。

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
は「
芸
術
文
化
」と「
観
光
」の
両
方
を
一
つ
の
学

部
・
学
科
で
学
べ
る
、日
本
初
の
県
立
専
門
職
大
学
で
す
。

舞
台
芸
術
を
究
め
た
い
人
、芸
術
・
文
化
を
通
じ
て
観
光
を

学
び
た
い
人
に
と
っ
て
Ｃ
Ａ
Ｔ
は
待
望
の
大
学
で
あ
り
、

初
年
度
に
は
定
員
の
８
倍
近
い
志
願
者
を
集
め
ま
し
た
。

地
方
都
市
で
の
大
学
新
設
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ
り
ま
し

た
が
、他
に
は
な
い
個
性
や
価
値
が
あ
る
の
だ
か
ら
、学
生

は
必
ず
集
ま
る
と
い
う
確
信
が
あ
り
ま
し
た
。

￨
￨

多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
た
こ
と
で
、豊
岡
市
に
は
ど
の
よ

う
な
変
化
が
表
れ
ま
し
た
か
？

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
は
１
学
年
80
名
程
度
の
小
規
模
な
大
学
で
す
が
、

人
口
の
少
な
い
地
方
に
お
け
る
若
者
の
存
在
感
は
と
て
も

大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
の
学
生
に
加
え
て

留
学
生
も
受
け
入
れ
、今
年
は
初
め
て
の
卒
業
生
を
社
会

に
送
り
出
し
ま
し
た
。
あ
ふ
れ
る
自
然
も
お
い
し
い
食
も
、

地
元
の
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
。
し
か
し
、私
や
学
生
の

よ
う
に
外
か
ら
来
た
者
に
は
と
て
も
輝
い
て
見
え
ま
す
。

さ
ら
に
豊
岡
市
は
、演
劇
や
ダ
ン
ス
を
中
心
と
し
た「
豊
岡

演
劇
祭
」を
２
０
２
０
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、回
を
重
ね

る
ご
と
に
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
学
び
と
実
践
が
直
結
し
た
素
晴
ら
し
い
環
境
の

中
で
、学
生
は
知
識
や
感
性
を
磨
き
、表
現
・
発
信
し
ま
す
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
て
、地
元
の
人
々
も
わ
が
街
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
い
る
。そ
ん
な
手
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、多
く
の
学
生
が
生
活
す
る
＝
家
賃
や
生
活
費
が

地
域
に
入
り
、若
い
力
と
発
想
力
を
持
っ
た
労
働
力
が
増

え
る
た
め
、
地
域
経
済
的
な
意
味
で
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

り
ま
す
。
地
元
か
ら
は
早
く
も「
も
っ
と
定
員
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
要
望
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

￨
￨

豊
岡
市
の
事
例
か
ら
、地
方
創
生
に
お
け
る
地
域
の
魅
力

を
生
か
す
視
点
や
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
豊
岡
市
に
は
温
泉
や
ス
キ
ー
場
、グ
ル
メ
と
い
っ
た
地

域
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く「
独
自
の
付

加
価
値
を
…
」と
考
え
抜
い
た
結
果
、「
文
化
芸
術
」と
い
う

テ
ー
マ
が
決
ま
り
、Ｃ
Ａ
Ｔ
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
す
。こ
の

取
組
み
が
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
の
は
、「
自
ら
の
価
値
を
、自
ら
決
め
、創
造
し
た

か
ら
」だ
と
、私
は
思
い
ま
す
。

　「
観
光
」と
い
う
言
葉
は
、「
国
の
光（
美
点
）を
観み

る
」と

い
う
易
経
の
一
節
か
ら
採
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
素
晴
ら
し

い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
っ
て
も
、他
と
の
差
別
化
は
困
難

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
と
し
た
ら
、自
ら
の
ど
こ
に
、ど
ん

な
光
を
当
て
れ
ば
、輝
い
て
見
え
る
の
か
。
そ
の
選
択
の

セ
ン
ス
と
決
断
力
が
、地
方
創
生
に
取
り
組
む
人
に
は
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

炉
辺
談
話
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文
化
観
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門
職
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学 
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長
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自
ら
の
価
値
は
、自
ら
が
決
め
る

※ Professional College of Arts and Tourism

写真提供：豊岡市民プラザ
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創業150年の
老舗ウナギ店を承継

運送会社が伝統の味を守る

株式会社美鈴急送　三重県津市　P.10〜

Case1

多品種×ユーザー直売
赤土育ちの個性派野菜が
全国から能登島に人を呼ぶ

NOTO 高農園　石川県七尾市　P.13〜

Case2

地域を守り、地域と生きる -
 S

p
ecial R

ep
o

rt -

地
域
を
守
り
、地
域
と
生
き
る
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お菓子のサブスク通じ
地域活性化に貢献

ICHIGO、世界187カ国に向け販売

株式会社 ICHIGO　東京都港区　P.19〜

Case4

徳島発スタートアップ
クラウド型タクシー配車システムが

地域交通を支える

株式会社電脳交通　徳島県徳島市　P.16〜

Case3

人口減少や働き手不足、東京圏への一極集中の進展などにより、地方経済の衰退が危惧されている。こうした中、
わが国の成長力を維持し、都市も地方も安心して暮らせる持続可能な社会を創っていくために、さまざまな取組み
を行っている事業者がいる。本特集では、各地域が特性を活かした強みを発揮することが地方創生にとって重要
であるという観点からの寄稿と、地域資源やデジタル技術などを活用して地方経済を創生している事業者の事例
を紹介する。

-
 S

p
ecial R

ep
o

rt -

地
域
を
守
り
、地
域
と
生
き
る



2025.4 6

1955年新潟県上越市生まれ。1978年東京大学法
学部卒。日本銀行勤務（1978 ～98）を経て2001年
２月～ぴあ（株）役員。現在は、同社専務取締役コーポ
レート統括CCO、ぴあ総合研究所（株）代表取締役社
長。加えて、一般社団法人場所文化フォーラム名誉
理事を務めるなど、ローカルからの日本再生にも注力。

一般社団法人場所文化フォーラム　名誉理事
ぴあ総合研究所株式会社　代表取締役社長

吉澤 保幸 （よしざわ やすゆき）

寄 

稿地
方
創
生
2.
0
に
寄
せ
て

「
地
域
循
環
共
生
圏
の
構
築
へ
」

　
現
政
権
は
、地
方
創
生
に
つ
い

て
、次
の
10
年
を
見
据
え
た「
地
方

創
生
２.

０
  ※1
に
よ
り
、こ
の
国
の

在
り
方
、文
化
、教
育
、社
会
の
変

革
の
流
れ
を
つ
く
り
出
す
」と
し
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
増
や
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普

及
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
進

展
等
、地
方
に
と
っ
て
の
追
い
風

を
活
か
し
た
自
然
や
文
化
・
芸
術

な
ど
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用

し
た
農
林
漁
業
や
観
光
業
の
高
付

加
価
値
化
事
業
の
創
出
と
、そ
の
持

続
の
た
め
、地
方
起
点
で
の
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
金
・
情
報
の
流
れ
を
生
む

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
戦
略
軸

と
し
て
い
る
。

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
四
半
世
紀
に
、

第
二
の
人
生
に
踏
み
出
し
、同
時

に
、ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
地
域
活

性
化
に
関
わ
り
、全
国
各
地
を
見
て

き
た
一
人
と
し
て
、こ
の
間
の
地
方

創
生
の
大
き
な
う
ね
り
と
コ
ロ
ナ

禍
を
経
た
、次
の
10
年
に
向
け
た

新
た
な
展
開
を
、少
し
ス
ケ
ッ
チ

し
た
い
。

１
．埋
も
れ
て
い
る
地
域
資
源

（〝
場
所
文
化
〟）の
再
興
と
都
市
と

地
域
の
関
係
性
の
見
直
し

　
私
は
、1
9
9
8
年
に
日
銀
を

辞
め
、2
0
0
1
年
か
ら
現
職（
ぴ

あ
）に
転
じ
る
と
と
も
に
、
友
人

達
と
、地
域
の
自
立
・
循
環
を
実

現
す
る
た
め
に
、「
冷
徹
な
資
本

の
論
理
に
立
脚
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
マ
ネ
ー
」と
は
違
う
命（
い
の

ち
）通
う「
温
か
な
マ
ネ
ー
フ
ロ
ー

モ
デ
ル
」を
描
き
出
し
、
そ
れ
を

地
域
活
性
化
に
ど
う
活
か
し
て
い

け
る
か
を
模
索
す
る
団
体「
場
所

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
2
0
0
3

年
に
立
ち
上
げ
た
。
設
立
目
的
に

は「
場
所
文
化（
効
率
追
求
の
画
一

的
な
西
欧
近
代
文
明
に
対た
い

峙じ

す

る
、行
政
区
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い

地
域
ご
と
に
固
有
で
多
様
な
自

然
と
の
共
生
に
立
脚
す
る
暮
ら

し
方
等
）の
再
興
に
よ
っ
て
、人
々

の
新
た
な
交
流（
地
方
と
都
市
の

新
た
な
関
係
）を
促
し
、
地
域
へ

の
新
た
な
資
金
流
入
と
域
内
資

金
循
環
の
仕
組
み
を
構
築
し
、場

所
の
自
立
を
目
指
す
」と
刻
ん
だ
。

当
時
、地
方
に
ま
ん
延
し
て
い
た

口
癖「
こ
こ
に
は
何
も
無
い
」
を

止
め
、全
国
に
埋
も
れ
て
い
る
地

域
資
源
を
探
そ
う
と
各
地
の
方
々

と
一
緒
に
地
域
活
性
化
活
動
を
始

め
た
。
そ
し
て
、2
0
0
8
年
か

ら
は
、
毎
年
、
全
国
か
ら
2
0
0

名
程
度
の
志
民
が
集
う「
ロ
ー
カ

ル
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
、「
人
類・

い
の
ち
・
地
球
が
直
面
す
る
危
機

は
、グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
起

※1 �人口減少が続く地方を守り、若者・女性にも選ばれる地方(＝楽しい地方)、
高齢者も含め誰もが安心して住み続けられる地方の構築

-
 S

p
ecial R

ep
o

rt -

地
域
を
守
り
、地
域
と
生
き
る

寄 

稿
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因
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、国
家
間

の
調
整
・
協
議
の
み
で
は
解
決
で

き
ず
、忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
る
地

域
の
仕
組
み
等
に
解
決
の
糸
口

を
見
つ
け
、「
場
所
文
化
」を
よ
み

が
え
ら
せ
、い
の
ち
の
原
点
に
立

ち
戻
る「
環
境
生
命
文
明
」の
構

築
を
目
指
そ
う
」と
い
う
認
識
を

広
め
つ
つ
、地
域
活
性
化
の
諸
ア

プ
ロ
ー
チ
を
提
言
し
て
き
た
。
そ

の
後
、2
0
0
8
年
に
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
が
、そ
し
て
2
0
1
1

年
に
は
、東
日
本
大
震
災
・
原
発

事
故
の
発
生
が
続
き
、大
き
な
社

会
変
貌
と
地
方
の
疲
弊
も
加
速

的
に
進
ん
だ
。

　
た
だ
一
方
、我
々
が
取
り
組
む

べ
き
地
域
課
題
は
、地
球
環
境
問

題
へ
の
対
応
や
格
差
拡
大
の
克
服

を
訴
え
る
国
際
公
約（
2
0
1
5

年
に
、パ
リ
協
定
と
S
D
G
s
が

い
ず
れ
も
発
表
）と
も
軌
を
一
に

し
た
、世
界
共
通
の
課
題
で
あ
る

こ
と
も
明
白
と
な
っ
た
。そ
う
し

た
中
、こ
の
間
の
提
言
等
を
踏
ま

え
て
、私
な
り
に
、地
方
創
生
に
必

要
な
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
次

の
四
つ
に
整
理
し
た（
2
0
1
7

年
）。

２
．地
方
創
生
の

四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

「
地
域
循
環
共
生
圏
」構
想

　

①
こ
の
間
に
費
消
さ
れ
続
け
て

き
た
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資

源（
自
然
資
本
、社
会
関
係
資
本
、人

的
資
本
等
）の
再
構
築
を
、自
然
資

本
の
再
生「
つ
な
げ
よ
う
、支
え
よ

う
森
里
川
海
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  ※2
を

中
軸
に
据
え
て
着
実
に
回
復
さ
せ

て
い
く
こ
と
。
②
同
時
に
、食
･
農

文
化
・
も
の
づ
く
り
と
自
然
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
創
出
等
に
よ
り
地
域
資

源
を
域
内
に
滞
留
・
循
環
さ
せ
る

小
さ
な
経
済
モ
デ
ル（
エ
コ
ビ
レ
ッ

ジ
構
想
）を
具
体
化
さ
せ
、地
域
か

ら
の
お
金
の
一
方
的
流
出
と
都
会

へ
の
依
存
を
改
め
、地
域
の
自
立
と

地
域
内
循
環
を
促
す
こ
と
。そ
し
て
、

③
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
な
が
ら
、

「
地
域
の
誇
り
」と
域
内
で
の
若
者
人

材
の
育
成
を
促
す
こ
と
。
さ
ら
に
、

④
こ
う
し
た
活
動
を
地
域
志
民
が
、

行
政
に
頼
り
き
る
こ
と
な
く
、地
元

企
業
や
金
融
機
関
を
巻
き
込
む
形

で
、地
域
の
お
金
を
プ
ー
ル
し
温
か

な
マ
ネ
ー
フ
ロ
ー
を
生
む
地
域
基

金
等
を
創
り
上
げ
な
が
ら
、主
体
的

に
実
践
し
続
け
得
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
相
互
に
連
動
し
て
い

く
こ
と
で
、真
の
地
方
創
生
が
進
む

と
提
唱
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、第
五
次
環
境
基
本
計

画（
2
0
1
8
年
）に
お
い
て
、地
域

が
自
立
し
つ
つ
地
域
資
源
等
を
都

市
と
も
相
互
に
補
完
し
支
え
合
う

「
地
域
循
環
共
生
圏
」構
想
に
包
摂

さ
れ
、そ
の
創
造
に
よ
る「
環
境
・
経

済
・
社
会
の
統
合
的
向
上
」の
実
現

と「
環
境
・
生
命
文
明
社
会
」の
実

現
を
目
指
す
と
い
う
基
本
方
針
に

も
明
記
さ
れ
た
。
そ
し
て
、そ
の
後

の
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、消
滅
の
危
機

に
ひ
ん
す
る
農
山
漁
村
で
も
、「
過

疎
」を「
適
疎
や
快
疎
」と
し
た
た
か

に
読
み
替
え
て
、
古
民
家
再
生（
場

所
の
歴
史
と
現
代
ア
ー
ト
等
と
の

融
合
や
、豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
頂

く
山
村
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
建
設
、さ
ら

に
は
、最
新
の
W
E
B
環
境
も
整
え

た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
化
等
）に
よ
り
内

外
か
ら
の
交
流
人
口
増
を
高
付
加

価
値
化
事
業
の
実
践
と
と
も
に
実

現
さ
せ
る
動
き
が
顕
著
に
進
ん
で

い
る
。

　
こ
う
し
た
、地
域
内
循
環
と
他
地

域
連
携
と
い
う
枠
組
み
が
、こ
こ
足

元
10
年
間
の
地
方
創
生
の
大
き
な

う
ね
り
と
な
っ
て
い
る
が
、今
一
つ

指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、こ
れ
ら

地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
上
で

重
要
な
役
割
を
担
う
、
地
場
中
小

企
業
の
経
営
実
践
が
、最
先
端
の
企

業
経
営
モ
デ
ル
で
も
あ
る
と
い
う

再
認
識
で
あ
る
。
世
間
で
は
、マ
イ

ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
氏
提
唱
の「
Ｃ
Ｓ

Ｖ（
経
済
利
益
と
社
会
課
題
解
決
の

両
立
こ
そ
が
21
世
紀
型
先
進
経
営

モ
デ
ル
）」は
、彼
自
身
に
よ
る
全
国

各
地
の
老
舗
企
業
の
経
営
実
態
調

査
を
踏
ま
え
た
も
の
と
言
わ
れ
て

お
り
、先
般
亡
く
な
ら
れ
た
野
中
郁

次
郎
一
橋
大
学
名
誉
教
授
も
、自
信

を
失
い
つ
つ
あ
る
日
本
企
業
に
対

し
て
、「
米
国
型
経
営
の
科
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
三
つ
の
落
と
し

穴〈 

オ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
オ
ー

バ
ー
ア
ナ
リ
シ
ス
・
オ
ー
バ
ー
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
〉に
よ
っ
て
、本
来

持
っ
て
い
た
共
感
や
直
感
に
よ
る

経
営
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
失
わ
れ

て
い
る
」と
警
告
し
、そ
の
回
復
を

強
く
訴
え
て
こ
ら
れ
た
。こ
の
よ
う

な
経
営
マ
イ
ン
ド
を
色
濃
く
持
つ

地
場
企
業
が
、S
D
G
s
と
い
う
世

界
に
通
じ
る
物
差
し
も
携
え
な
が

ら
、ロ
ー
カ
ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に

発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
底
力
の

発
揮
が
最
近
う
か
が
え
る（
例
え
ば
、

地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
化
と
脱
炭

素
化
を
同
時
解
決
す
る
先
進
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
等
）。

　

以
上
の
よ
う
に
地
方
創
生
の
う
ね

り
は
、着
実
に
進
展
し
て
い
る
が
、コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、大
き
く
変
化
を
み

せ
て
い
る
の
が
、文
化
芸
術
・ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
認
識
の
変
容
で
は
な

い
か
？　
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、地
域

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
と
、女

性
・
若
者
を
広
く
引
き
付
け
る
文
化

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
い
わ
ば「
心

の
イ
ン
フ
ラ
」（
ソ
フ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
）

に
誘
発
さ
れ
る
地
域
活
性
化
ア
プ

ロ
ー
チ
が
、次
の
10
年
を
見
据
え
た

「
地
方
創
生
2.
0
」が
目
指
す「
楽
し

い
地
方
の
創
出
」へ
の
道
筋
の
一
つ

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
、最
後
に
述
べ
た
い
。

３
．集
客
エ
ン
タ
メ
産
業
に
よ
る

地
域
活
性
化
ア
プ
ロ
ー
チ

　
以
下
は
、直
近
の
香
川
県
立
ア

リ
ー
ナ
開
館
記
念
式
典
参
加
と
F

※2 �2014年〜森／里／川／海を改めて生命〈いのち〉のつながりとして捉える
環境省提唱の活動
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C
今
治「
里
山
ス
タ
ジ
ア
ム
」へ
の

再
訪
を
基
に
、コ
ロ
ナ
禍
後
に
、現

職（
ぴ
あ
総
研
）で
提
唱
し
て
い
る

「『
集
客
エ
ン
タ
メ
産
業
』に
よ
る
経

済
的
＆
社
会
的
価
値
創
出
に
よ
る

地
域
活
性
化
」ア
プ
ロ
ー
チ
の
紹
介

で
も
あ
る
。

　
「
集
客
エ
ン
タ
メ
産
業
」と
は
、

弊
社
が
、2
0
2
1
年
に
、「
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
、
映
画
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
興
行
を
開

催
し
、鑑
賞
・
観
戦
を
主
目
的
に

観
客
を
集
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
総
称
」

と
定
義
し
た
。

　

実
は
、2
0
0
0
年
以
降
、増
勢

を
続
け
て
き
た
ラ
イ
ブ
エ
ン
タ
メ

市
場
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
粛
要
請

等
に
よ
っ
て
甚
大
な
影
響
を
受
け

た
。
わ
が
国
で
は
、文
化
・
芸
術
の

本
質
的
価
値
が
残
念
に
も
等
閑
視

さ
れ
、「
不
要
不
急
」と
も
言
わ
れ
た

状
況
下
、強
い
懸
念
を
示
し
た
多
く

の
業
界
関
係
者
の
集
ま
り
か
ら「
集

客
エ
ン
タ
メ
産
業
」と
い
う
言
葉
が

紡
ぎ
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、創
業
50

年
を
迎
え
た
ぴ
あ
は
、「『
集
客
エ
ン

タ
メ
産
業
』が
今
後
の
日
本
再
生
の

切
り
札
に
な
る
の
で
は
」と
考
え
、

2
0
2
2
年
5
月
に
ぴ
あ
総
研
主

催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

　
基
調
講
演
に
立
っ
た
中
曽
宏
元

日
銀
副
総
裁
は
、「
豊
か
な
心
を
も
っ

て
生
き
て
い
く
た
め
に
も
、そ
し
て

持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し
て
い

く
た
め
の
新
し
い
投
資
価
値
の
判

断
力
を
磨
い
て
い
く
た
め
に
も
、国

際
金
融
都
市
を
目
指
す
東
京
に
は

文
化
・
芸
術
の
集
積
が
必
要
だ
」と

語
り
、「
金
融
と
文
化
芸
術
の
融
合
」

を
強
調
さ
れ
た
。

　
一
方
、ぴ
あ
総
研
は
日
本
政
策
投

資
銀
行（
D
B
J
）と
の
共
同
研
究

を「
集
客
エ
ン
タ
メ
産
業
の
社
会
的

価
値
と
新
た
な
地
域
貢
献
の
在
り

方
」と
し
て
次
の
よ
う
に
発
表
し
た
。

　

こ
の
間
、D
B
J
は
、ス
ポ
ー
ツ

分
野
で
の
ス
タ
ジ
ア
ム
や
ア
リ
ー

ナ
の
存
在
が
、地
域
社
会
に
ど
う
い

う
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
か
を
分

析
し
て
き
た
が
、
ぴ
あ
総
研
で
は
、

集
客
エ
ン
タ
メ
産
業
に
お
い
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
同
様
の「
地
域
に
あ
つ
め

る
／
つ
な
げ
る
／
そ
だ
て
る
」と
い

地域循環共生圏

■ 第五次環境基本計画の基本的方向性

生活の質を
向上する

「新しい成長」
を目指す

出所：�ぴあ総研＆DBJ「スポーツ・音楽・文化芸術等交流人口型イベント（集客エンタメ
産業）の社会的価値」

社会的価値

▶

仮説提案の方向性

①地域に

あつめる
■�地域内外からヒト、
モノ、カネ、テクノロ
ジーを集積

・�集客エンタメを核としたエリアマネ
ジメントへの取組み

・�地方での新たなコンテンツ創造と
全国への展開

②地域に

つなげる

■�地域コミュニティー強化
■�地域・まちに対する
ソーシャルキャピタル
向上、シビックプライド
醸成

▶
・��集客エンタメ産業を通じて地域の
コミュニティーを強化し、シチズン
パワーを引き出す

・��“ホームタウン制度”導入により、ソー
シャルキャピタル向上、シビックプ
ライド醸成、住民参画を図る

③地域を

そだてる

■�地域住民の健康寿命の
延伸や心身の健全化
■�若い世代の健全な成長
への寄与

▶
・��医療・介護×集客エンタメによる
ヘルスケア改善の取組み

・��集客エンタメ分野のスペシャリスト
活用による部活動サポートの取組
みの強化

目指すべき
社会の姿

各地域がその特性を活かした強みを発揮
⇒�地域資源を活かし、自立・分散型の社会
を形成
⇒地域の特性に応じて補完し、支え合う

1.「地域循環共生圏」の創造 3.これらを通じた、持続可能な循
環共生型の社会（「環境・生命文明
社会」）の実現

① 公害を克服してきた歴史
② 優れた環境技術
③ �「もったいない」など循環の精神や自
然と共生する伝統を有するわが国だ
からこそできることがある

2.「世界の範となる日本」の確立

農山漁村
自立分散型社会

（地域資源【自然・物質・人材・資金】の循環）
地産地消、再生エネルギー導入 等

都市
自立分散型社会

（地域資源【自然・物質・人材・資金】の循環）
地産地消、再生エネルギー導入 等

◆資金・人材などの提供
・エコツーリズム等、自然保全活動への参加
・地域産品の消費
・社会経済的な仕組みを通じた支援
・地域ファンド等への投資 等

◆自然資源・生態系サービス
・食料、水、木材　・自然エネルギー
・水質浄化、自然災害の防止 等

出所：�環境省「第五次環境基本計画の概要」より、
第五次環境基本計画の基本的方向性

■ 集客エンタメの社会的価値とは

森 里

川 海
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う
分
析
フ
レ
ー
ム
で
、経
済
的
価
値

を
含
む
社
会
的
価
値
が
生
ま
れ
る

と
実
証
・
整
理
し
た
。そ
の
3
つ
の

社
会
的
価
値
と
は
、①「
地
域
に
あ

つ
め
る
」は
、イ
ベ
ン
ト
を
機
と
し

た
集
客
増
効
果
が
、周
辺
の
商
業
施

設
等
と
の
連
動
で
増
幅
さ
れ
、経
済

波
及
効
果
を
誘
発
し
、お
金
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
等
の
集
積
が
進
む
こ
と

を
指
す
。
そ
し
て
、
②「
地
域
を
つ

な
げ
る
」効
果
と
は
、イ
ベ
ン
ト
が

地
域
ブ
ラ
ン
ド
向
上
や
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
役
立
つ
と
要

約
し
た
。
さ
ら
に
、
③「
地
域
を
そ

だ
て
る
」と
は
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

向
上
を
促
し
、
楽
し
さ
や
元
気
の

提
供
に
も
直
結
し
て
い
く
こ
と
を

指
す
。一
方
、経
済
効
果
と
し
て
は
、

音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
イ
ベ
ン
ト
入

場
料
総
額
の
経
済
波
及
効
果（
直
接

需
要
+
波
及
効
果
）は
２
～
4
倍
に

上
る
と
試
算
さ
れ
、相
当
の
乗
数
効

果
が
期
待
さ
れ
得
る
。
そ
し
て
、こ

う
し
た
経
済
効
果
と
社
会
的
価
値

が
創
出
さ
れ
る
中
で
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
や
地
域
住
民
・
地
元
関
係

者
を
つ
な
ぐ
地
域
資
源
の
循
環
エ

コ
シ
ス
テ
ム
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
？　
さ
ら
に
、全
国
の
複

数
都
市
が
お
互
い
に
機
能（
コ
ン
テ

ン
ツ
）を
補
い
つ
な
が
る「
多
核
連

携
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
形
成
さ
れ

れ
ば
、集
客
エ
ン
タ
メ
産
業
に
よ
る

地
方
活
性
化
が
全
国
に
広
が
り
、リ

ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
と
の
融
合（
D
X
）

も
加
わ
る
こ
と
で
、市
場
全
体
の
重

層
的
拡
大
も
展
望
で
き
よ
う
と
取

り
ま
と
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
済
的
・
社
会
的
価

値
の
表
出
は
、高
松
で
の
開
館
記
念

式
典
や
1
年
ぶ
り
に
再
訪
し
た
今

治「
里
山
ス
タ
ジ
ア
ム
」に
通
う
多

く
の
老
若
男
女
に
接
し
て
、強
く
体

感
し
た
。ま
た
、「
里
山
ス
タ
ジ
ア
ム
」

を
一
般
化
し
た「
次
世
代
型
ス
タ
ジ

ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
地
域
循
環
共
生
圏

モ
デ
ル〈
環
境
や
高
齢
化
問
題
な
ど

も
同
時
解
決
し
つ
つ
、地
域
と
共
に

成
長
し
続
け
る
〉」が
、今
後
全
国
で

新
設
予
定
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
モ
デ

ル
と
な
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

　

な
お
、こ
の
訪
問
を
通
じ
て
、以

上
の
よ
う
な「
集
客
エ
ン
タ
メ
産
業
」

に
よ
る
地
域
活
性
化
を
持
続
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、次
の
2
点
が
肝

要
で
は
な
い
か
と
も
痛
感
し
た
。
①

行
政
も
含
む
地
元
関
係
者
の
連
携

に
よ
り
地
域
価
値
向
上
に
向
け
た

ア
リ
ー
ナ
を
核
に
し
た
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
具
体
化（
＝
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
）で
あ
り
、②

そ
の
中
に
、地
域
に
生
ま
れ
る
社
会

的
価
値
等
を
可
視
化
し
、
持
続
的
な

投
融
資
を
促
す
仕
組
み
を
組
み
入

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、「
里
山

ス
タ
ジ
ア
ム
」で
は
、S
R
O
I（
社

会
的
投
資
収
益
率
）と
い
う
分
析
手

法
を
使
っ
た
経
済
的
・
社
会
的
価

値
の
見
え
る
化
の
取
組
み
が
既
に

始
ま
っ
て
お
り
、こ
の
さ
ら
な
る
展

開
を
期
待
し
た
い
。

　

ぴ
あ
総
研
で
は
、ラ
イ
ブ
エ
ン
タ

メ
市
場
は
、
人
々
の
心
の
豊
か
さ
を

求
め
る「
コ
ト
消
費
」の
拡
大
に
支

え
ら
れ
、当
面
増
勢
基
調
を
続
け
る

と
予
測
し
て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
産
業

の
成
長
に
向
け
た
取
組
み
も
活
発

化
し
て
い
る
。こ
う
し
た
将
来
展
望

を
踏
ま
え
て
、経
済
的
効
果
と
社
会

的
効
果
を
両
立
し
、
幅
広
い
産
業
と

も
連
動
す
る「
集
客
エ
ン
タ
メ
産
業
」

を「
地
域
循
環
共
生
圏
」と
い
う
大

き
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
中
核
に
据

え
て
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

を
図
り
な
が
ら「
地
方
創
生
2.
0
」

を
模
索
し
て
み
て
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
？�

F

地域と共に“つくり”、地域と共に“成長し続ける”スタジアム・アリーナを目指す。
… 環境問題や高齢化問題などの地域課題の解決に貢献しながら、地域循環共生圏の核となるスタジアム・アリーナへ

■ 次世代型スタジアム・アリーナの地域循環共生圏モデル

地域への創出効果地域の社会課題（例） 〈地域循環共生圏モデルのイメージ〉

大量のフードロス
経済波及効果、雇用創出、
不動産価格の上昇、
イノベーション促進 等

経済の循環

スタジアム･アリーナを
軸とした交流機会の創出、
インクルーシブな空間提供 等

地域コミュニティーの醸成

地域住民のウェルネス増進、
幸福度増幅 等

健康的・文化的な生活基盤の整備

環境問題や高齢者問題 等
社会課題の解決

インバウンド誘致、文化交流、
地域ブランディング

観光・地域活性化

サステナビリティの担保

地方財政の負担軽減/
循環型経済の実現

孤立

地域住民

地域ベンチャー企業

収穫した野菜を
スタジアムグルメに活用

レストラン・カフェ

ベンチャー
支援

環境
問題

高齢者
問題

地域
コミュニティー

循環型
経済

ウェルネス

スタジアム・アリーナ

地域共有の菜園づくり

コミュニティーガーデン

コミュニティーガーデンでの
労働参加

地域の飲食店・住宅

高齢者の健康管理・交流

食品廃棄物を堆肥化

出所：ぴあ総研作成

健康施設・スパ

収穫した野菜を地域住民へ還元
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株式会社美鈴急送
代表取締役

鈴木 利紀也 氏

三重県津市
株式会社美鈴急送

創業150年の
老舗ウナギ店を承継

運送会社が伝統の味を守る

26
歳
で
創
業

社
員
が
力
を
発
揮
で
き
る

職
場
を
つ
く
り
事
業
拡
大

　

鈴
木
氏
は
20
歳
で
運
送
会
社
に
就

職
し
、26
歳
の
時
に
個
人
事
業
主
と
し

て
創
業
。
35
歳
で
美
鈴
急
送
を
設
立

し
た
。
設
立
か
ら
13
年
た
っ
た
現
在

は
正
社
員
約
１
５
０
人
で
、車
両
台
数

が
１
６
５
台
に
上
る
会
社
に
ま
で
成

長
し
た
。冷
蔵
冷
凍
商
品
、自
動
車
部

品
、一
般
雑
貨
な
ど
の
輸
送
の
他
、海

上
コ
ン
テ
ナ
の
輸
送
も
手
が
け
、北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
日
本
の
物
流
の
橋

渡
し
を
し
て
い
る
。

　

会
社
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
鈴
木

氏
は「
個
人
事
業
主
で
や
っ
て
き
た
が
、

従
業
員
や
取
引
先
が
増
え
て
き
た
。
30

歳
を
過
ぎ
た
時
に
、
従
業
員
の
家
族
に

と
っ
て
も
信
頼
さ
れ
る
組
織
に
な
れ
れ

ば
と
思
っ
た
の
が
始
ま
り
」と
話
す
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て「
大
変
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
自
分
が
与
え
ら

れ
た
こ
と
を
１
０
０
％
こ
な
せ
ば
、う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
は
な
い
」と
鈴
木
氏
。

「
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
は
ぼ
く
よ
り
も
優
秀
。

み
ん
な
が
自
分
の
力
を
１
０
０
％
出
せ

る
環
境
を
つ
く
る
の
が
ぼ
く
の
仕
事
で
、

そ
こ
が
う
ま
く
は
ま
っ
た
」と
い
う
。

ウ
ナ
ギ
は
津
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

ウ
ナ
ギ
店
は
津
市
に
約
20
店
舗

　

津
市
は
伊
勢
平
野
の
ほ
ぼ
中
心
部

に
あ
り
、海
沿
い
に
市
街
地
が
広
が
る

臨
海
都
市
だ
。
２
０
０
６
年
の
市
町

村
合
併
で
人
口
が
増
え
た
時
は
あ
っ

た
が
、そ
の
後
は
減
少
傾
向
が
続
き
、

現
在
は
約
26
万
７
千
人
。

　

か
つ
て
は
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
が
盛
ん
で
、

市
内
に
は
養
鰻
場
が
多
数
存
在
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
で
打
撃
を
受
け
て
、
ほ
と

ん
ど
が
廃
業
し
た
が
、食
習
慣
は
残
っ
た
。

こ
の
た
め
、津
市
に
は
現
在
も
約
20
店
舗

の
ウ
ナ
ギ
店
が
あ
る
と
い
う
。
特
別
な
日

だ
け
で
は
な
く
、日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た

ぜ
い
た
く
と
し
て
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
る
と
い

う
人
も
多
く
、津
市
民
に
と
っ
て
ウ
ナ
ギ

は
ま
さ
に
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
い
え
る
。

昨
年
４
月
に
新
装
開
店

シ
ッ
ク
で
ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
に

　
「
つ
た
や
」は
森
さ
ん
の
曽
祖
父
が
１
８

７
５
年（
明
治
８
年
）に
創
業
。
津
駅
か
ら

車
で
約
10
分
、津
城
跡
の
近
く
に
あ
る
。

　

鈴
木
氏
が
事
業
を
引
き
継
ぎ
、昨
年

４
月
に
新
装
開
店
し
た
。
店
内
は
黒

を
基
調
と
し
た
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
で

１
人
用
の
席
の
他
、
半
個
室
の
テ
ー

ブ
ル
席
な
ど
が
あ
り
、ゆ
っ
た
り
と
し

た
配
置
で
落
ち
着
く
。
ま
た
、完
全
個

室
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
や
赤
ち
ゃ
ん
や
子

ど
も
連
れ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
ま
で
あ
る
。

　

鈴
木
氏
は「『
つ
た
や
』周
辺
は
ウ
ナ

ギ
店
の
激
戦
区
で
、味
も
値
段
も
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
店
の

中
や
雰
囲
気
を
全
部
変
え
た
。
他
の

ウ
ナ
ギ
店
に
は
な
い
個
室
も
造
っ
た
。

お
客
さ
ん
か
ら
は『
一
時
休
業
し
て

創
業
1
5
0
年
の
老
舗
ウ
ナ
ギ
店「
つ
た
や
」を
地
元
の
運
送
会
社「
美
鈴
急
送
」

が
事
業
承
継
し
た
。
ウ
ナ
ギ
は
三
重
県
津
市
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
、同
社
の
代

表
取
締
役
で
あ
る
鈴
木
利
紀
也
氏
は「
津
か
ら
県
外
に
出
た
人
が
い
つ
で
も
戻
っ

て
こ
ら
れ
て
、ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
場
所
や
味
を
残
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が

地
方
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
い
い
」と
話
す
。
鈴
木
氏
と「
つ
た
や
」の
４
代

目
店
主
だ
っ
た
森
和
広
さ
ん
に
事
業
承
継
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
取
材
し
た
。
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い
た
の
で
つ
ぶ
れ
た
の
か
と
思
っ
て

い
た
が
、つ
ぶ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、

新
し
く
な
っ
た
ん
だ
』、『
引
き
継
い
で

く
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
』と
い
う
反

響
が
あ
っ
た
」と
話
す
。

　
「
う
な
ぎ
丼
」と「
ひ
つ
ま
ぶ
し
」が
メ

イ
ン
料
理
だ
。
か
ば
焼
き
、白
焼
き
、う

ざ
く
な
ど
の
一
品
料
理
の
他
、
コ
ー

ス
料
理
や
キ
ッ
ズ
定
食
ま
で
用
意
し

て
い
る
。「
う
な
ぎ
丼
」を
食
べ
た
が
、

外
は
カ
リ
ッ
と
し
て
、中
は
や
わ
ら
か

く
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
、思
わ
ず「
う
ま
い
」

と
声
が
出
た
。

歴
史
と
味
を
残
せ
る
人
に
承
継

２
年
前
に
決
断

　

鈴
木
氏
が「
つ
た
や
」の
承
継
を
決

断
し
た
の
は
、運
転
手
に
時
間
外
労
働

規
制
を
適
用
す
る
い
わ
ゆ
る「
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
」に
直
面
し
て
い
る

時
だ
っ
た
。

　
き
っ
か
け
は
約
２
年
前
、鈴
木
氏
が

「
つ
た
や
」に
食
事
に
行
っ
た
時
の
こ
と
。

昼
間
な
の
に
お
客
が
少
な
く
、味
も
昔

と
比
べ
少
し
違
っ
た
。森
さ
ん
に
体
調

を
尋
ね
る
と「
体
が
悪
く
て
し
ん
ど
い
。

継
い
で
く
れ
る
人
を
探
し
て
い
る
」と

言
わ
れ
た
。「
昔
か
ら
よ
く
通
っ
て
い

て
慣
れ
親
し
ん
だ
店
の
味
が
大
好
き

で
し
た
。
津
の
文
化
を
残
し
た
い
し
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
昔
か
ら
店
に
通
っ

て
い
る
人
へ
の
想
い
も
あ
っ
て
、こ
の

ま
ま
で
は
店
が
な
く
な
る
と
思
い
、そ

の
場
で
継
ぐ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」と

鈴
木
氏
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　

森
さ
ん
は
２
０
２
１
年
ご
ろ
か
ら
承

継
を
考
え
始
め
、
数
社
か
ら
話
が
あ
っ

た
が
、大
手
の
子
会
社
に
な
る
か
、店

を
壊
し
て
駐
車
場
に
す
る
か
と
い
っ

た
話
ば
か
り
で「
こ
れ
で
は『
つ
た
や
』

の
歴
史
と
味
を
残
せ
な
い
」と
思
い
、

二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
。
そ
う
い
う
時

に
鈴
木
氏
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
日

本
公
庫
に「
事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
」に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
し
た
。

　
森
さ
ん
が
鈴
木
氏
に
任
せ
よ
う
と

決
断
し
た
決
め
手
は「
昔
か
ら
内
情

を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
知
っ
て
い
る

人
が
引
き
継
い
だ
方
が
一
生
懸
命
さ

が
違
う
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て「
つ
た
や
」の
歴
史
や
味
を

残
せ
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

１
年
間
の
修
業

５
代
目
店
主
の
川
島
志
穂
さ
ん

　
鈴
木
氏
は
中
学
時
代
、森
さ
ん
の

長
男
と
同
級
生
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

学
生
時
代
か
ら
店
に
通
っ
て
い
た
。森

さ
ん
が
引
き
継
ぎ
に
当
た
っ
て
出
し

た
条
件
は「
最
低
で
も
１
年
間
、後
継

者
に
修
業
さ
せ
る
こ
と
」だ
っ
た
。

　

そ
の
５
代
目
の
店
主
に
な
っ
た
の
が

川
島
志
穂
さ
ん
だ
。
川
島
さ
ん
は
美
鈴

急
送
で
営
業
を
担
当
し
て
い
た
が
、自

ら
手
を
挙
げ
た
。「
何
か
違
う
こ
と
を

や
っ
て
み
た
か
っ
た
。興
味
本
位
で
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。
飲
食
関
係
に
つ
い

て
は
、全
く
経
験
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

森
さ
ん
か
ら
付
き
っ
き
り
で
教
わ
っ

た
が「
全
部
が
難
し
く
、感
覚
で
覚
え
る

し
か
な
か
っ
た
」と
川
島
さ
ん
。
森
さ
ん

か
ら
店
を
引
き
継
い
で
１
年
に
な
る
が

「
店
の
雰
囲
気
の
せ
い
か
、若
い
女
性
や

子
ど
も
連
れ
の
お
客
さ
ん
も
増
え
ま
し

た
。
お
客
さ
ん
も『
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
』と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
店
の
環
境
も

よ
く
お
客
さ
ん
も
い
い
人
ば
か
り
で
、

嫌
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」と
表
情
は
明
る
い
。

　
鈴
木
氏
は
川
島
店
長
に

つ
い
て「
ウ
ナ
ギ
を
焼
く
腕

前
は
も
ち
ろ
ん
人
当
た
り

も
い
い
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
」と
太

鼓
判
を
押
す
。

　

森
さ
ん
は
23
歳
の
時
か
ら「
つ
た
や
」

で
働
き
始
め
、父
親
が
１
９
８
８
年
に

亡
く
な
っ
て
か
ら
４
代
目
の
店
主
に

な
っ
た
。「
長
男
だ
か
ら
継
ぐ
の
が
当

た
り
前
と
思
っ
た
が
、は
じ
め
は
嫌
で

嫌
で
仕
方
が
な
か
っ
た
。
本
当
は
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
か
っ

た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
あ
る
時
、硬
い
ウ
ナ
ギ
に
対
し
て

い
ら
立
ち
を
覚
え
た
瞬
間
に
仕
事
へ

の
愛
情
が
生
ま
れ
て
き
た
と
感
じ
た
。

昔
は
ウ
ナ
ギ
の
質
が
安
定
せ
ず
脂
が

乗
っ
て
い
る
ウ
ナ
ギ
に
比
べ
て
味
が

劣
る
筋
肉
質
の
硬
い
ウ
ナ
ギ
が
あ
っ

た
。
日
々
ウ
ナ
ギ
に
向
き
合
っ
て
い

る
と
包
丁
を
入
れ
た
瞬
間
に
質
が
分

か
る
よ
う
に
な
る
。
味
の
劣
る
ウ
ナ

ギ
を「
つ
た
や
」で
出
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
い
う
強
い
想
い
が
込
み
上

げ
て
き
た
時
に「
つ
た
や
」の
４
代
目

に
な
っ
た
と
感
じ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

先代の森さん（左）と川島店長（右）。2人
の笑顔が「つたや」の歴史と未来を物語る

広々とした店内で、ゆったりとくつろぎながら極上のウナギを堪能できる（左）。VIPルームやキッズルーム（右）も備え、
家族での食事から特別な会食まで、さまざまなシーンで利用できる工夫が施されている
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「
津
市
に
は
多
く
の
ウ
ナ
ギ
店
が
あ

る
が
、各
家
庭
で
決
ま
っ
た
店
に
通
う

慣
習
が
あ
る
。『
つ
た
や
』に
も
昔
か
ら

の
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
て
、何
代

も
続
い
て
来
て
く
れ
る
方
も
い
る
。
昔

か
ら
の
お
客
さ
ん
は
大
事
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」と
森
さ
ん
は
言
葉
に

力
を
込
め
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は「
何
代
も
続
い
て

い
っ
て
創
業
２
０
０
年
を
超
す
よ
う

な
店
に
な
れ
ば
い
い
。
そ
れ
が
値
打
ち

で
す
よ
ね
。
い
ろ
ん
な
困
難
が
あ
っ
て

も
何
代
も
続
い
て
い
く
。
そ
の
想
い
を

継
い
で
く
れ
た
ら
」と
話
し
た
。

　

新
し
い「
つ
た
や
」は
正
社
員
４
人
で

パ
ー
ト
６
人
。
週
末
は
鈴
木
氏
も
厨ち
ゅ
う

房ぼ
う

に
入
る
。「
焼
き
場
に
入
る
と
目
が
離

せ
な
い
の
で
そ
れ
し
か
で
き
な
い
。
川

島
店
長
に
も
お
客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」。

味
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、接
客
も
地
域
に

愛
さ
れ
る
店
に
な
る
た
め
に
は
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。ウ
ナ
ギ
の

硬
さ
は
一
匹
一
匹
違
う
た
め
、火
加
減

が
難
し
い
。ウ
ナ
ギ
の
状
態
に
合
わ
せ

て
毎
回
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ

れ
だ
け
に
上
手
に
焼
け
た
時
の
喜
び

は
格
別
だ
と
い
う
。

　
「
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
る
が『
つ
た

や
』の
伝
統
の
味
を
し
っ
か
り
と
引
き

継
い
で
い
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
お
の

ず
と
昔
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
戻
っ
て
き

て
、よ
り
活
気
の
あ
る
店
、行
列
が
で

き
る
店
に
な
る
。
こ
の
ゆ
っ
た
り
と
し

た
空
間
で
、ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」と
鈴
木
氏
は
今
後
に
自

信
を
示
す
。

　
運
送
業
と
は
全
く
違
う
飲
食
業
と
い

う
業
種
を
事
業
承
継
し
た
こ
と
の
相
乗

効
果
に
つ
い
て
、鈴
木
氏
は
こ
う
話
す
。

　
「
運
送
業
の
取
引
先
の
方
が
店
を
利

用
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
と
、
運
送
部

門
の
従
業
員
が
時
間
の
空
い
た
時
に

店
の
手
伝
い
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
仕
事
の
幅
が
広
が
っ
た
」

　

将
来
的
に
は
、運
送
部
門
の
社
員

が
体
力
的
な
問
題
や
家
庭
の
問
題
で

運
転
手
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
時

の
受
け
皿
に
も
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
実
際
、
店
で
働
き
た
い
と
い
う

希
望
者
も
い
る
と
い
う
。

「
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
、帰
れ
る
場
所
」

つ
く
る
の
が
地
方
創
生

　
「
先
代
の
い
い
と
こ
ろ
を
残
す
。
名

前
と
味
は
変
え
な
い
。
で
も
そ
れ
以

外
は
変
え
て
、既
存
の
お
客
さ
ん
だ

け
で
な
く
新
規
の
お
客
さ
ん
も
取
り

込
み
た
い
」と
鈴
木
氏
は
集
客
増
に

も
意
欲
を
示
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、こ
れ
ま
で
森
さ
ん

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
よ
り

一
層
活
用
す
る
こ
と
と
、地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
お
客
を
増
や
し
、売

り
上
げ
増
に
つ
な
げ
る
こ
と
だ
。
す
で

に
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
県
外
の
お
客

や
観
光
客
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
最
近
で
は
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
外
国
人
観
光
客
も
増
え
て
い
る
と

い
う
。「
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
い
、食
べ

て
も
ら
う
と
い
う
の
が
大
事
だ
」と
鈴

木
氏
。
訪
れ
た
観
光
客
か
ら
帰
国
後

に「
ウ
ナ
ギ
を
送
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
注
文
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、ご
飯
の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

を
載
せ
て
、ウ
ナ
ギ
と
直

接
触
れ
な
い
よ
う
に
し
、

ウ
ナ
ギ
の
カ
リ
ッ
と
し
た

食
感
を
維
持
す
る
工
夫

を
し
て
い
る
。

　
地
方
創
生
に
つ
い
て
鈴

木
氏
は「
地
域
の
事
業
者

だ
け
で
で
き
る
こ
と
に
は

限
り
が
あ
る
」と
断
っ
た

上
で「（
津
の
出
身
者
が
）

戻
っ
て
こ
ら
れ
る
場
所
、帰
れ
る
場
所

を
つ
く
る
と
い
う
の
が
、自
分
が
で
き

る
地
方
創
生
で
は
な
い
か
。
人
と
の

つ
な
が
り
、古
き
良
き
も
の
を
残
す
た

め
に
今
や
れ
る
こ
と
を
最
大
限
努
力
し

て
い
き
た
い
。
こ
こ
の
ウ
ナ
ギ
を
食
べ

て
育
っ
た
よ
ね
、と
言
っ
て
大
都
市
に

出
て
い
っ
た
人
が
こ
こ
に
帰
っ
て
き
て
、

食
事
を
し
な
が
ら
家
族
と
の
大
切
な

時
間
を
過
ご
す
。
そ
ん
な
場
所
に
な
れ

る
と
う
れ
し
い
」と
話
す
。
実
際
に
そ

の
よ
う
な
予
約
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
他
の
地
域
と
同
様
に
津
市
も
人
口

が
減
少
し
、鈴
木
氏
が
生
ま
れ
育
っ
た

「
つ
た
や
」周
辺
も
以
前
よ
り
活
気
が

な
く
な
っ
て
い
る
が
、ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

と
い
わ
れ
る
ウ
ナ
ギ
の
老
舗
店
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
が
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。�

F

先代から受け継いだ職人技で、一串一串丁寧に
焼き上げたウナギは、外はカリッと香ばしく、
中はふんわりとろけるような味わい。看板メ
ニューのうなぎ丼やひつまぶしから子ども向
けの定食までメニューも充実

学生の頃から親しんできた「つたや」を受け継いだ鈴
木氏（中央）。川島店長（左）と共に、先代である森さ
ん（右）の想いと味を新たな時代へとつないでいる

-
 S

p
ecial R

ep
o

rt -

地
域
を
守
り
、地
域
と
生
き
る

C
a

se 1



13 2025.4

個
性
派
野
菜
約
３
０
０
品
種
を

能
登
島
か
ら
直
送

 　
石
川
の
県
都
・
金
沢
か
ら
、車
を
走

ら
せ
る
こ
と
約
90
分
。
能
登
半
島
中

央
部
に
あ
る
七
尾
市
に
、能
登
島
と

い
う
島
が
あ
る
。
七
尾
湾
で
の
漁
業

と
高
台
で
の
農
業
を
主
産
業
と
す
る

こ
の
島
は
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

と
同
年
９
月
の
豪
雨
で
大
き
な
被
害

を
受
け
、復
旧
の
途
上
に
あ
る
。

　

そ
ん
な
能
登
島
に
あ
る
農
園
が
作

る
野
菜
に
、今
全
国
の
料
理
人
た
ち

が
熱
い
視
線
を
注
い
で
い
る
。
農
園

の
名
は「
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
高
農
園
」。
高
利

充
氏
の
親
戚
が
お
り
、レ
ジ
ャ
ー
に

訪
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
き
っ
か
け

に
、約
25
年
前
に
九
州
か
ら
移
住
し

た
利
充
・
博
子
夫
妻
が
有
機
栽
培
な

ど
で
生
産
し
て
い
る
の
は
、ス
ー
パ
ー

な
ど
で
は
ま
ず
お
目
に
か
か
れ
な
い

個
性
派
野
菜
ば
か
り
だ
。
カ
ー
ボ
ロ
ネ

ロ
、シ
ュ
ー
フ
リ
ー
ゼ
、
プ
チ
ヴ
ェ
ー

ル
な
ど
、聞
き
慣
れ
な
い
名
前
の
野

菜
た
ち
は
、主
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ

テ
ル
か
ら
の
直
接
オ
ー
ダ
ー
で
、全

国
に
出
荷
さ
れ
て
い
く
。

　
「
当
園
の
野
菜
は
基
本
的
に
プ
ロ

向
け
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
個
人
か
ら
の
受
注

も
始
め
、
去
年
、
被
災
後
に
行
っ
た

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
さ
ら
に

増
え
ま
し
た
。
現
在
は
レ
ス
ト
ラ
ン

４
：
ホ
テ
ル
４
：
百
貨
店
１
：
個
人
１

と
い
う
売
上
構
成
の
比
率
で
す
」と
説

明
し
て
く
れ
た
の
は
、農
作
業
と
共
に

同
園
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
広
報
も

担
う
博
子
氏
だ
。

　
同
園
の
特
長
は
、栽
培
品
種
の
多

さ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
数
は
約

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
面
積
で
年
間

約
３
０
０
種
に
上
る
と
い
う
。

能
登
島
特
有
の
赤
土
と
有
名
料
理
人
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
勇
気
を
得
て

　
そ
の
特
長
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、

能
登
島
特
有
の
土
質
と
、
あ
る
出
会

い
が
あ
っ
た
。

　
「
能
登
島
の
土
は
、
赤
い
ん
で
す
。

海
風
が
運
ぶ
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
だ
粘

土
質
の
き
め
細
か
な
土
で
、根
が
張

る
の
に
も
時
間
が
か
か
る
。
じ
っ
く

り
育
つ
こ
と
で
味
の
濃
い
、お
い
し

い
野
菜
が
で
き
ま
す
」と
、利
充
氏
は

い
と
お
し
そ
う
に
土
に
触
れ
る
。
有

機
栽
培
に
こ
だ
わ
っ
て
耕
し
続
け
て

き
た
同
園
の
土
は
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
で
あ
り
、
出
荷
用
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
は
赤
土
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ

イ
ン
が
施
さ
れ
、「
能
登
島
赤
土
野

菜
」の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
今
で
こ
そ
多
品
種
を
取
り
扱
う
高

夫
妻
だ
が
、就
農
し
て
す
ぐ
は
昔
か
ら

こ
の
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
根
菜
類
を
、

利
充
氏
の
先
輩
が
バ
イ
ヤ
ー
を
務
め

る
ス
ー
パ
ー
で
販
売
し
て
い
た
。

　
そ
ん
な
同
園
の
転
機
は
、２
０
０
５

能
登
半
島
の
中
央
部
、七
尾
湾
に
浮
か
ぶ
能
登
島
。
こ
の
島
の
地
域
資
源
で

あ
る
赤
土
を
生
か
し
、全
国
の
料
理
人
や
美
食
家
を
う
な
ら
せ
る
珍
し
い
野

菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
九
州
か
ら「
お

い
し
い
も
の
が
好
き
」「
安
心
な
野
菜
を
自
ら
作
り
た
い
」と
島
に
移
住
し
、

就
農
し
た
高た
か

利
充
・
博
子
夫
妻
が
営
む
NのO
TとO
高た

か
農
園
。
ユ
ー
ザ
ー
の
希

望
に
応
じ
て
多
品
種
を
栽
培
し
、直
売
す
る
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
が
、能
登

島
に
新
た
な
人
流
を
生
み
出
し
て
い
る
。

多品種×ユーザー直売
赤土育ちの個性派野菜が

全国から能登島に人を呼ぶ

NOTO高農園

高 利充 氏

石川県七尾市
NOTO高農園
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年
に
訪
れ
る
。
石
川
県
主
催
の
食
の

イ
ベ
ン
ト
に
招
か
れ
た
有
名
料
理
人

が
同
園
を
視
察
に
来
て
く
れ
た
の
だ

が
、「
普
通
の
野
菜
し
か
な
い
ね
」と
言

わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。「
当
時
も
黄
色

ズ
ッ
キ
ー
ニ
や
コ
リ
ン
キ
ー
な
ど
珍
し

い
野
菜
も
作
っ
て
い
た
の
で
、正
直
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
す
る
と
、『
今
度
東
京

に
来
た
ら
、う
ち
の
店
に
遊
び
に
お
い

で
。珍
し
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ

る
か
ら
』と
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
」（
利
充
氏
）

　
後
日
、招
待
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で

提
供
さ
れ
た
の
は
、名
も
知
ら
な
い
、

見
た
こ
と
も
な
い
西
洋
野
菜
を
用
い

た
洗
練
さ
れ
た
料
理
の
数
々
だ
っ
た
。

当
時
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア
ン
の
名

店
が
用
い
る
野
菜
は
輸
入
品
が
多
く
、

日
本
で
生
産
で
き
た
ら
い
い
の
だ
が

と
相
談
さ
れ
て
、利
充
氏
は
発
奮
す

る
。

　
「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
料
理
に

使
う
の
な
ら
、確
か
に
定
番
の
野
菜

だ
け
で
は
満
足
で
き
な
い
と
い
う
料

理
人
の
気
持
ち
も
分
か
り
ま
す
。
私

と
し
て
も
販
売
先
に
悩
ん
で
い
た
時

期
で
、貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い

た
と
思
い
ま
し
た
」と
、利
充
氏
は
振

り
返
る
。

　

能
登
島
に
戻
っ
た
利
充
氏
は
、博

子
氏
と
相
談
し
な
が
ら
、早
速
西
洋

野
菜
を
栽
培
す
る
た
め
の
勉
強
を
始

め
る
。
種
や
苗
の
取
り
寄
せ
方
や
、能

登
島
の
気
候
風
土
に
合
う
か
な
ど
、課

題
は
多
か
っ
た
が
、そ
れ
で
も
こ
の
方

向
性
な
ら
現
状
を
打
破
で
き
そ
う
だ

と
い
う
予
感
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
同
園
の〝
普
通
で
な
い

野
菜
作
り
〟が
始
ま
る
。
能
登
島
の

赤
土
を
生
か
し
た
伝
統
野
菜
の
有
機

栽
培
に
加
え
、レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の

オ
ー
ダ
ー
に
応
じ
て
西
洋
野
菜
を
生

産
し
直
売
す
る
。
同
園
の「
伝
統
と

モ
ダ
ン
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
こ

こ
で
決
ま
っ
た
。

 

料
理
人
が
求
め
る
品
種
を
育
て

少
量
で
も
高
単
価
化
を
実
現

 　
「
西
洋
野
菜
の
栽
培
を
始
め
、オ
ー

ダ
ー
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
品

種
が
、カ
ー
ボ
ロ
ネ
ロ
。
イ
タ
リ
ア
原

産
の
ケ
ー
ル
の
仲
間
で
、黒
キ
ャ
ベ
ツ

と
も
い
わ
れ
ま
す
。
ケ
ー
ル
の
栄
養
価

と
、キ
ャ
ベ
ツ
の
癖
の
な
さ
と
甘
み

を
兼
ね
備
え
た
当
園
の
看
板
商
品
で

す
」（
利
充
氏
）

　
丹
精
込
め
て
育
て
た
カ
ー
ボ
ロ
ネ

ロ
は
、
前
述
の
有
名
料

理
人
の
元
に
届
け
ら
れ

て
評
判
を
呼
ん
だ
。
夫

妻
も
実
際
に
レ
ス
ト
ラ

ン
に
食
べ
に
行
き
、改

め
て
能
登
島
の
野
菜
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
感
動

し
た
と
い
う
。
そ
こ
か

ら
は
、
料
理
人
が
知
り

合
い
の
料
理
人
に
紹
介
し
て
く
れ
る

流
れ
で
、
次
々
に
新
た
な
レ
ス
ト
ラ

ン
か
ら
注
文
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
た
珍
し
い
野

菜
が
国
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
、新
鮮

で
お
い
し
い
野
菜
を
直
接
注
文
で
き

る
と
、レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
、百
貨

店
な
ど
に
も
販
売
先
が
広
が
り
、現
在

は
約
１
５
０
店
と
取
引
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、育
て
た
こ

と
の
な
い
未
知
の
品
種
を
作
れ
な

い
か
と
い
う
料
理
人
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
。「
相
談

さ
れ
た
ら
基
本
的
に
受
け
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
時
に
は
う
ま
く
育
た

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、案
外
何

で
も
お
い
し
く
育
っ
て
く
れ
る
ん
で

す
。
能
登
島
の
土
と
気
候
の
お
か
げ

で
す
ね
」（
博
子
氏
）

　
こ
の
よ
う
に
各
所
か
ら
の
相
談
に

応
え
続
け
た
結
果
が
、年
間
約
3
0
0

に
も
わ
た
る
栽
培
品
種
の
豊
富
さ
と
言

え
る
。
さ
ぞ
手
間
が
か
か
る
の
で
は
と

感
じ
る
が
、実
際
に
は
そ
こ
ま
で
大
変

で
も
な
い
と
夫
妻
は
朗
ら
か
だ
。

　
植
物
は
生
育
速
度
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
上
、ハ
ー
ブ
や
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ

ワ
ー
な
ど
、大
量
生
産
を
必
要
と
し
な

い
品
種
も
多
い
。
そ
う
い
っ
た
品
種
は

プ
ラ
ン
タ
ー
で
育
て
る
だ
け
で
も
単
価

の
高
い
商
品
と
な
る
の
だ
。

好
調
に
業
績
を
伸
ば
す
中
で
の

二
重
被
災
と
、苦
難
の
復
旧

 　
開
園
時
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
始

ま
っ
た
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
高
農
園
は
、
高
齢

化
で
増
え
て
い
た
島
内
の
耕
作
放
棄

地
を
譲
り
受
け
る
な
ど
し
て
、約
25
年

を
か
け
て
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で

「能登島赤土野菜」の名を付けた、色も形も味
わいも多彩な野菜たち。旬の野菜リストを
見た料理人からの注文を受け、能登島から全
国へと送り出される

広報活動は博子氏が担当。能登島の赤
土で育った野菜の魅力を発信する
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拡
大
。
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
同
園
を
知
っ

た
就
農
希
望
者
や
地
元
・
県
外
か
ら

の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
す
る
な
ど
順
調

に
成
長
し
て
い
た
。
ま
た
、そ
の
活
動

に
刺
激
を
受
け
た
土
地
の
所
有
者
が

地
元
に
戻
っ
て
農
業
を
再
開
し
た
り
、

一
般
企
業
が
参
入
し
た
り
す
る
な
ど
、

一
時
は
島
か
ら
耕
作
放
棄
地
が
な
く

な
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、２
０
２
４
年
、未
曽
有
の

災
害
が
発
生
す
る
。
元
日
の
地
震
で

は
畑
と
納
屋
が
崩
落
。
給
水
用
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
や
大
型
冷
蔵
倉
庫
な
ど

も
破
損
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も

地
元
農
家
か
ら
の
給
水
支
援
や
全
国

の
料
理
人
ら
の
応
援
を
受
け
、懸
命
に

立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、今

度
は
豪
雨
が
能
登
を
襲
う
。
１
年
に
２

度
の
大
災
害
に
、前
向
き
な
夫
妻
も
さ

す
が
に
途
方
に
暮
れ
た
と
い
う
。

　
「
能
登
半
島
全
体
に
及
ん
だ
激
甚
災

害
で
す
か
ら
自
力
復
旧
に
も
限
度
が

あ
る
。
そ
こ
で
知
人
に
勧
め
ら
れ
、ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し

て
み
た
と
こ
ろ
、目
標
額
を
大
き
く
上

回
る
ご
支
援
を
全
国
か
ら
頂
き
ま
し

た
」（
博
子
氏
）

　
結
果
と
し
て
こ
の
取
組
み
は
、金
銭

的
な
助
け
だ
け
で
な
く
、Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
高

農
園
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
個
人
利
用

客
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
た
。
大
き

な
災
害
の
中
で
届
い
た
、支
援
者
か

ら
の
温
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
返
礼
品

と
し
た
野
菜
へ
の
評
価
は
、同
園
に

と
っ
て
確
か
な
自
信
に
な
っ
た
の
だ
。

能
登
に
引
か
れ
る
料
理
人
と

地
域
を
つ
な
ぐ
存
在
に

　

完
全
復
旧
に
向
け
て
、徐
々
に
収

穫
量
も
回
復
し
つ
つ
あ
る
今
、夫
妻

に
は
次
の
夢
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
「
当
園
に
は
震
災
前
か
ら
、料
理
人

や
バ
イ
ヤ
ー
、そ
し
て
料
理
を
学
ぶ

調
理
学
校
の
学
生
た
ち
な
ど
、
年
間

４
０
０
名
近
い
見
学
者
が
訪
れ
ま
す
。

野
菜
が
実
際
に
育
つ
環
境
を
知
る
こ

と
で
、
料
理
人
た
ち
は
新
た
な
レ
シ

ピ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て

帰
っ
て
い
く
ん
で
す
」（
利
充
氏
）

　
同
園
の
野
菜
を
使
用
す
る
料
理
人

や
、
そ
の
料
理
を
通
じ
て
能
登
島
を
知

り
、
関
心
を
持
つ
人
が
い
る
。
こ
う
し

た
人
々
を
さ
ら
に
増
や
せ
た
ら
、も
っ

と
能
登
島
の
農
業
の
発
展
に
貢
献
で

き
、ひ
い
て
は
能
登
の
地
方
創
生
に
も

つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
考
え

た
夫
妻
は
、「
能
登
島
赤
土
野
菜
」が

結
ん
だ
人
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、

能
登
の
食
や
文
化
を
つ
な
ぐ
場
と
し

て「
農
泊（
農
山
漁
村
滞
在
型
旅
行
）」

の
よ
う
な
取
組
み
が
で
き
な
い
か
、
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
検
討
し
て
い
る
。

同
園
か
ら
独
立
し
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、

自
家
栽
培
の
野
菜
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ

ン
を
開
業
す
る
な
ど
地
域
の
人
が
集

ま
る
場
を
つ
く
り
出
す
姿
に
も
刺
激

を
受
け
た
と
い
う
。

　
こ
の
島
の
赤
土
が
育
ん
だ
Ｎ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
高
農
園
の
野
菜
は
、
今
で
は
全
国

の
料
理
人
を
魅
了
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
2
度
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
も

な
お
前
向
き
な
高
夫
妻
の
挑
戦
は
、

能
登
に
新
た
な
人
の
流
れ
と
活
力

を
呼
び
起
こ
し
て
い
く
だ
ろ
う
。�

F

注文した野菜がどんなところで育っているの
かを見学しに、年間400名近くがNOTO高農
園を訪れる。バラエティー豊かな野菜との出会
いに、新たなインスピレーションを抱く料理人
も多いという

収穫間近の緑鮮やかなナスタチウムの畝（うね）で、笑顔の高利充氏と博子氏
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廃
業
寸
前
の
タ
ク
シ
ー
会
社

米
国
帰
り
の
孫
が
家
業
継
ぐ

 　
ク
ラ
ウ
ド
型
タ
ク
シ
ー
配
車
シ
ス

テ
ム
と
は
、配
車
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
用

画
面
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
手
元
の
車
載

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
セ
ッ
ト
に
し
、Ｇ
Ｐ
Ｓ

（
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
）を
利
用

し
た
効
率
の
い
い
配
車
シ
ス
テ
ム
だ
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
、
自
前

で
新
た
に
サ
ー
バ
ー
や
周
辺
機
器
を

備
え
る
必
要
が
な
く
、パ
ソ
コ
ン
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
安

価
に
導
入
で
き
る
。
大
幅
に
コ
ス
ト

を
削
減
で
き
る
こ
と
か
ら
、
配
車
要

員
コ
ス
ト
や
新
規
の
設
備
投
資
に
悩

む
全
国
各
地
の
中
小
タ
ク
シ
ー
会
社

へ
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）推
進
で

「
地
域
の
タ
ク
シ
ー
業
界
に
変
革
を

も
た
ら
す
」と
、２
０
１
５
年
12
月
に

創
業
し
た
徳
島
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
に
、業
界
の
内
外
か
ら
熱
い
視
線

が
注
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、起
業

し
た
近
藤
氏
に
は
、
廃
業
寸
前
に
追

い
込
ま
れ
て
い
た
実
家
の
タ
ク
シ
ー

会
社
を
継
ぎ
、自
ら
タ
ク
シ
ー
運
転

手
を
し
な
が
ら
泥
く
さ
い
営
業
に
汗

を
か
い
て
い
た〝
前
史
〟が
あ
る
。

　
身
長
１
８
2
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、体

重
は
以
前
よ
り
は
増
え
た
と
は
言
う

が
ス
ラ
リ
と
し
た
長
身
の
体
形
は
、野

球
選
手
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
中

学
ま
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ラ

グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い
て
、野
球
は
高
校

か
ら
と
遅
い
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、独

自
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
投
手
と

し
て
活
躍
し
た
。

　
２
０
０
０
年
代
半
ば
、メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
で
は
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
大
活

躍
し
て
い
た
時
代
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
が
旺
盛
な
青
年
は
18
歳
の
時
、将

来
の
大
き
な
夢
を
見
た
。
米
国
の
い

く
つ
か
の
大
学
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

受
け
、日
本
人
が
少
な
い
米
国
ア
イ

オ
ワ
州
の
大
学
を
選
び
野
球
漬
け
の

日
々
を
送
っ
た
。
だ
が
、現
実
は
甘
く

は
な
か
っ
た
。
肩
を
痛
め
て
野
手
に

転
向
し
、一
時
は
１
軍
に
上
が
る
こ

と
が
で
き
た
が
定
着
は
で
き
な
か
っ

た
。
米
国
で
は「
努
力
し
た
プ
ロ
セ
ス

は
評
価
さ
れ
ず
結
果
が
全
て
」と
い

う
こ
と
を
身
に
染
み
て
学
ぶ
と
と
も

に
、そ
の
後
の
成
長
に
つ
な
が
る「
失

敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精

神
」を
強
く
し
た
と
思
っ
て
い
る
と

い
う
。

　

プ
ロ
の
野
球
選
手
へ
の
夢
を
諦
め

て
２
０
０
９
年
に
帰
国
し
た
が
、ま

だ
野
球
へ
の
思
い
が
く
す
ぶ
っ
て
い

た
。そ
こ
で
、仕
事
を
し
な
が
ら
高
松

市
の
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー

を
続
け
た
。「
木
の
バ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
た
ら
辞
め
る
」と
心
に

決
め
て
い
た
通
り
、
痛
快
に
ス
タ
ン

ド
に
打
ち
込
ん
で
、1
年
で
き
っ
ぱ

り
と
野
球
か
ら
身
を
引
い
た
と
い
う
。

　
実
家
に
戻
っ
た
近
藤
氏
を
待
ち
受

タ
ク
シ
ー
の
ク
ラ
ウ
ド
型
配
車
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、全
国
の
中
小
タ
ク
シ
ー
会

社
に
提
供
し
て
急
成
長
し
て
い
る
徳
島
市
の
株
式
会
社
電
脳
交
通
。
10
年
前
に

創
業
し
た
代
表
取
締
役
社
長
の
近
藤
洋
祐
氏
は
、か
つ
て
米
国
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

を
夢
見
て
単
身
渡
米
し
た
高
校
球
児
だ
っ
た
。
次
に
情
熱
を
注
い
だ
の
は
廃
業

寸
前
だ
っ
た
実
家
の
タ
ク
シ
ー
会
社
再
建
。
さ
ら
に
、素
晴
ら
し
い
人
材
と
の
出

会
い
で
新
た
な
事
業
に
成
功
し
た
が
、そ
の
起
業
家
精
神
の
根
底
に
は
、地
元
愛

と
持
続
可
能
な
地
域
交
通
を
支
え
る
と
い
う
強
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
意
識
が
あ
る
。

株式会社電脳交通
代表取締役社長

近藤 洋祐 氏

徳島県徳島市
株式会社電脳交通

徳島発スタートアップ
クラウド型タクシー配車システムが

地域交通を支える

C
a

se 3
-

 S
p

ecial R
ep

o
rt -

地
域
を
守
り
、地
域
と
生
き
る



17 2025.4

け
て
い
た
の
は
、祖
父
が
１
９
７
０
年

に
立
ち
上
げ
た「
吉
野
川
タ
ク
シ
ー
」

の
経
営
危
機
だ
っ
た
。
そ
の
祖
父
が

病
に
倒
れ
、教
員
だ
っ
た
父
は
経
営

に
は
タ
ッ
チ
せ
ず
、祖
母
と
母
が
手

伝
っ
て
い
た
状
態
だ
っ
た
。２
０
１
０

年
、持
ち
前
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
家

業
再
建
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

 
自
ら
タ
ク
シ
ー
を
運
転
し
て

現
場
の
状
況
と
課
題
を
知
る

 　
吉
野
川
タ
ク
シ
ー
は
営
業
台
数
が

９
台
の
小
規
模
企
業
。
高
齢
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
多
く
、赤
字
が
続
き
、経
理

や
日
報
管
理
な
ど
は
紙
の
帳
簿
に
つ

け
る
ア
ナ
ロ
グ
時
代
の
ま
ま
と
、ま
さ

に
廃
業
寸
前
の
会
社
だ
っ
た
。
し
か

し「
逆
に
失
う
も
の
は
な
い
」と
開
き

直
っ
た
。
壮
大
な
夢
を
追
っ
て
米
国

に
渡
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
実
行

力
を
、新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
入
し
た
。

　
入
社
前
に
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
必

要
な
第
二
種
運
転
免
許
を
取
得
し
、

経
営
再
建
の
責
任
を
負
い
な
が
ら
自

ら
タ
ク
シ
ー
を
走
ら
せ
た
。「
若
く
て

英
語
が
話
せ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
が

い
る
と
評
判
に
な
っ
て
い
ま
し
た
よ
」

と
地
元
の
喫
茶
店
の
店
員
が
当
時
を

振
り
返
る
。
徳
島
駅
前
な
ど
で
ビ
ジ

ネ
ス
客
に
名
刺
を
配
っ
て
名
前
を
売
っ

た
。
法
人
営
業
に
も
力
を
入
れ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
積
極
的
に
発
信
も
続
け
た
。
自

分
の
携
帯
電
話
で
配
車
依
頼
を
受
け

て
、寝
る
間
も
な
い
ほ
ど
の
時
期
も

あ
っ
た
と
い
う
。

　
一
方
で
、会
社
経
営
で
は
、各
種
帳

簿
類
を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
作
成
す
る

な
ど
、ア
ナ
ロ
グ
な
手
作
業
を
徐
々
に

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
で

見
え
て
き
た
過
剰
な
人
件
費
や
燃
料

費
な
ど
の
経
費
削
減
を
可
能
な
限
り

図
っ
た
。

　
近
藤
氏
は
青
少
年
期
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
急
速
に
普
及
し
た
世
代
だ
。

日
本
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

が
進
ん
で
い
た
米
国
に
留
学
し
た
時

に
さ
ら
に
実
感
し
た
。
帰
国
後
は
日

本
も
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
普
及

し
始
め
、モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
時
代
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
。
自
ら

運
転
す
る
タ
ク
シ
ー
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
持
ち
込
ん
で
運
用
す
る
な
ど
、

現
場
を
体
験
し
な
が
ら
業
務
の
効
率

化
に
知
恵
を
絞
る
日
々
が
続
い
た
と

い
う
。

　
や
が
て
、妊
産
婦
の
送
迎
や
外
国

人
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、そ
の
よ
う
な
営

業
活
動
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
積
極
的

に
発
信
す
る
と
顧
客
が
増
え
出
し
、

営
業
成
績
が
上
昇
し
て
い
っ
た
。
こ

の
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
集
客
力
ア
ッ
プ

と
経
営
の
合
理
化
を
進
め
た
こ
と
で
、

実
家
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
承
継
し
て

５
年
間
で
経
営
は
見
事
に
回
復
し
た
。

 

Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
の
出
会
い

独
自
の
配
車
シ
ス
テ
ム
開
発
へ

 　
「
過
疎
化
が
進
む
徳
島
県
は
い
わ

ば
課
題
先
進
県
で
す
」と
近
藤
氏
は

語
る
。
徳
島
県
の
人
口
は
減
り
続
け

て
お
り
、２
０
２
３
年
４
月
に「
70
万

人
を
ほ
ぼ
１
世
紀
ぶ
り
に
割
っ
た
」と

県
が
発
表
し
衝
撃
が
走
っ
た
。
２
０

２
５
年
３
月
現
在
で
は
約
68
万
１
千

人
と
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
。
少
子

高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
進
学
や
就

職
に
よ
る
若
者
の
県
外
流
出
な
ど
社

会
減
が
止
ま
ら
な
い
状
況
だ
。
人
手

不
足
は
タ
ク
シ
ー
業
界
も
例
に
漏
れ

ず
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
も
深
刻

化
し
て
い
る
。
車
両
台
数
が
10
台
ま

で
の
会
社
が
ほ
ぼ
７
割
を
占
め
る
タ

ク
シ
ー
業
界
は
、放
っ
て
お
け
ば
衰

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
態
だ
が
、

地
域
の
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
大
都
市
部
で
は
大
手
タ
ク
シ
ー
会

社
を
中
心
に
配
車
ア
プ
リ
が
普
及
し

て
き
て
い
た
が
、地
方
部
で
は
ま
だ
電

話
で
配
車
依
頼
を
受
け
て
無
線
で
ド

ラ
イ
バ
ー
に
連
絡
す
る
と
い
う
会
社

が
多
か
っ
た
。コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
要

員
配
置
の
人
件
費
は
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
し
、会
社
で
車
両
の
稼
働
状
況

の
確
認
や
空
車
管
理
が
正
確
に
で
き

な
い
と
い
う
問
題
を
中
小
各
社
は
抱

え
て
い
た
。
近
藤
氏
は
そ
の
よ
う
な

業
界
の
現
状
を
分
析
し
課
題
を
棚
卸

し
し
て
、配
車
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｘ
化
を

模
索
し
て
い
た
。

　
そ
れ
を
解
決
し
て
く
れ
た
の
が
現

在
電
脳
交
通
の
最
高
技
術
責
任
者
で

あ
る
坂
東
勇
気
氏
だ
。
２
０
１
５
年

春
、
近
藤
氏
は
徳
島
青
年
会
議
所
の

会
員
と
し
て「
Ｉ
о
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）」に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
企
画
し
た
。
そ
の
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
来
て
も
ら
っ
た
坂
東
氏
と
後

日
会
っ
て
語
り
合
い
、意
気
投
合
し

た
と
い
う
。

　

坂
東
氏
は
複
数
の
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業

で
ア
プ
リ
開
発
を
手
掛
け
て
き
た
異

能
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
。
近
藤
氏
が
解

クラウド型タクシー配車システムで、オペレーターとドライバーをリアルタイムでつなぐ。タクシー車内の
タブレットと連携し、予約管理やルート案内もスムーズに行える
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決
を
目
指
す
業
界
の
課
題
を
説
明
す

る
と「
分
か
っ
た
。
基
本
的
な
ソ
フ
ト

は
２
週
間
で
で
き
る
よ
」と
の
返
答
。

そ
れ
ま
で
何
人
か
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

打
診
し
て
き
た
が
、
桁
違
い
な
日
数

と
コ
ス
ト
が
示
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、

近
藤
氏
は
驚
く
と
と
も
に
開
発
実
現

に
確
信
を
持
っ
た
と
い
う
。

　
早
速
、吉
野
川
タ
ク
シ
ー
の
車
庫
で

の
開
発
作
業
が
始
ま
っ
た
。
坂
東
氏

は
そ
の
言
葉
通
り
に
２
週
間
で
ソ
フ

ト
を
仕
上
げ
、近
藤
氏
が
自
ら
運
転

す
る
タ
ク
シ
ー
に
実
装
し
て
バ
グ
を

検
証
。
使
い
勝
手
の
要
で
あ
る
ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
改
良
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ー
ダ
ー
を
繰
り
返

し
た
。
そ
し
て
３
カ
月
後
に
初
め
て

の
ク
ラ
ウ
ド
型
タ
ク
シ
ー
配
車
シ
ス

テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
。

全
国
47
都
道
府
県
で
導
入

交
通
イ
ン
フ
ラ
へ
公
共
的
責
任

 　

近
藤
氏
は「
現
場
の
課
題
を
熟
知

し
、そ
れ
を
解
決
で
き
る
シ
ス
テ
ム
な

の
で
絶
対
売
れ
る
と
い
う
自
信
が
あ
っ

た
」
と
い
う
。
そ
の
年
の
12
月
、２
人

は
資
本
金
を
出
し
合
い
徳
島
発
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ「
電
脳
交
通
」を
立
ち

上
げ
、課
題
を
共
有
す
る
中
小
タ
ク

シ
ー
会
社
に
売
り
込
ん
で
い
っ
た
。

さ
ら
に
、各
社
の
重
荷
に
な
っ
て
い
る

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
の
受
託
代
行

も
セ
ッ
ト
に
営
業
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
シ
ス
テ
ム
開
発
と
そ
の
営
業
が
順

調
に
進
み
、会
社
が
成
長
し
て
い
く

中
で
、
組
織
の
改
編
も
必
要
に
な
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
２
０
１
９
年
に
招

い
た
の
が
現
在
最
高
執
行
責
任
者
の

北
島
昇
氏
だ
。
大
手
中
古
車
販
売
会

社
の
執
行
役
員
な
ど
を
務
め
た
新
規

事
業
、人
事
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
プ

ロ
で
、急
成
長
す
る
電
脳
交
通
に
新

た
な
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
た
。

坂
東
、北
島
の
両
氏
と
も
近
藤
氏
よ

り
数
歳
年
上
だ
が
、成
長
す
る
企
業

体
の
確
立
へ
ト
ロ
イ
カ
体
制
が
整
っ

た
。

　
こ
の
タ
ク
シ
ー
配
車
シ
ス
テ
ム
は
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
常
に
最
新

機
能
を
提
供
で
き
る
の
が
強
み
だ
。
２
０

２
４
年
２
月
に
、こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
会
社
の
エ
リ
ア
が
つ
い
に
全
国

47
都
道
府
県
を
網
羅
し
た
。
現
在
、提

供
会
社
は
約
６
０
０
社
だ
。
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
は
本
社
の
あ
る
徳
島
市
と
岡

山
市
、北
九
州
市
の
３
拠
点
あ
り
、約

１
5
０
の
提
携
会
社
の
配
車
を
代
行

し
て
い
る
。
広
報
や
人
材
確
保
の
た
め

の
東
京
オ
フ
ィ
ス
も
設
け
、
創
業
10
年

目
で
従
業
員
約
2
0
0
人
の
規
模
に

ま
で
成
長
し
た
。

　
ま
た
、バ
ス
路
線
の
廃
止
な
ど
公

共
交
通
の
空
白
地
帯
の
拡
大
が
全
国

各
地
で
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、自
治
体
と
連
携
し
て
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
の
配
車
シ
ス
テ
ム
と
配

車
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
す
で
に

新
潟
県
加
茂
市
な
ど

延
べ
70
以
上
の
自
治

体
と
協
力
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
な
ど
交

通
、通
信
の
大
手
な

ど
と
提
携
し
、さ
ま

ざ
ま
な
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
創
出
に
関
わ
る

こ
と
で
地
域
交
通
イ

ン
フ
ラ
を
支
え
る
企

業
と
し
て
大
き
な
期

待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

近
い
将
来
、東
証
グ

ロ
ー
ス
市
場
で
の
上

場
を
目
指
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は「
公
共
的
な
企
業
と
し

て
責
任
を
明
確
に
し
た
い
」と
い
う

思
い
か
ら
だ
。
近
藤
氏
は
「
徳
島
で

創
業
し
て
上
場
し
た
企
業
は
10
社
く

ら
い
し
か
な
い
そ
う
だ
。
将
来
の
起

業
家
の
た
め
に
も
頑
張
り
た
い
」
と

話
す
。
徳
島
で
生
ま
れ
、育
っ
て
き

た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
「
地
域
交
通

を
支
え
る
」と
い
う
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
担
っ
て
い
る
。�

F

2023年に移転した徳島市の本社オフィス。フ
リーアドレスを採用し、部署を超えたコミュニ
ケーションが生まれやすい環境を整えている

地域交通の未来を切り開く北島氏（左）、坂東氏（中央）、近藤氏（右）。各分野のエキスパート
が集結し、新たなミッションに挑む
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２
０
1
5
年
に
創
業
、

学
生
時
代
の
経
験
が
き
っ
か
け

　

近
本
氏
は
２
０
０
９
年
に
株
式
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
に
入
社
し
、美
容
領

域
で
企
画
営
業
や
商
品
企
画
を
経
験

し
た
後
、電
子
商
取
引（
Ｅ
Ｃ
）部
門
の

商
品
開
発
を
担
当
し
た
。
２
０
1
2

年
に
退
職
し
、Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
の
前
身

と
な
る
合
同
会
社
ム
ー
ブ
フ
ァ
ス
ト

を
２
０
1
5
年
に
設
立
。
２
０
2
1
年

８
月
、株
式
会
社
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
に
組

織
変
更
し
、代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就

任
し
た
。
社
名
は
創
業
年（
２
０
1
5

年
）と
四
字
熟
語
の「
一
期
一
会
」に
由

来
す
る
。
日
本
の
文
化
、プ
ロ
ダ
ク
ト

と
海
外
の
顧
客
と
の
出
会
い
に
ち
な

ん
だ
。

　
近
本
氏
が
起
業
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
大
学
時
代
に
あ
っ
た
。

「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
一
緒
に
や
ら
な

い
か
と
誘
わ
れ
、事
業
の
立
ち
上
げ

を
経
験
し
ま
し
た
。
自
ら
作
り
出
し

た
も
の
が
世
の
中
に
出
て
お
客
さ
ま

か
ら
反
応
を
頂
け
る
と
い
う
の
が
非

常
に
面
白
く
て
魅
力
的
だ
と
思
い
ま

し
た
」と
近
本
氏
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
時
代
に
国
内
向
け
の

Ｅ
Ｃ
の
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
を
経

験
し
た
こ
と
か
ら
、海
外
向
け
の
Ｅ
Ｃ

が
で
き
な
い
か
と
思
い
、独
立
を
決
断

し
た
と
い
う
。

外
国
人
観
光
客
の

お
菓
子「
爆
買
い
」が
ヒ
ン
ト

　
お
菓
子
に
目
を
付
け
た
の
は
、日
本

を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
が
日
本
の

お
菓
子
を「
爆
買
い
」す
る
姿
を
見
た

か
ら
だ
。

　

最
初
の
主
力
商
品
は「
Ｔｏ
ｋ
ｙ
ｏ

Ｔ
ｒ
ｅａ
ｔ（
ト
ー
キ
ョ
ー
ト
リ
ー
ト
）」

で
、コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
並
ん

で
い
る
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
の
お
菓
子
と
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を

詰
め
合
わ
せ
た
ボ
ッ
ク
ス
だ
。
そ
の

後
、
２
０
2
1
年
に
和
菓
子
と
日
本

茶
を
詰
め
合
わ
せ
た「
Ｓａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ

ｃ
ｏ（
サ
ク
ラ
コ
）」の
販
売
を
始
め
た
。

　

顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
で「
缶
詰
」「
カ
ッ

プ
ラ
ー
メ
ン
」「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
」な
ど
か

ら
選
ん
で
も
ら
っ
た
結
果
、
和
菓
子

が
最
も
人
気
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
か
ら
だ
。
現
在
で
は「
ト
ー
キ
ョ
ー

ト
リ
ー
ト
」と「
サ
ク
ラ
コ
」を
合
わ
せ

て
販
売
の
８
割
を
占
め
る
。

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え

累
計
の
販
売
数
は
3
6
0
万
個
に

　
創
業
か
ら
10
年
目
を
迎
え
た
現
在

は
、
米
国
を
中
心
に
１
８
7
カ
国
に

販
売
し
、メ
ル
マ
ガ
の
会
員
は
約
５
６

０
万
人
に
上
る
。
累
計
の
販
売
数
は

３
６
０
万
個
に
達
し
た
。

　

急
成
長
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
も
軌

道
に
乗
る
ま
で
に
は
大
変
な
道
の
り

だ
っ
た
。

　
ス
タ
ー
ト
時
点
は
友
人
と
２
人
で
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
商
品
を
仕
入
れ
、

自
宅
で
箱
詰
め
し
て
発
送
。
朝
方
ま

で
か
か
っ
た
こ
と
も
。
申
し
込
み
も

月
間
30
～
50
個
程
度
だ
っ
た
。
実
績

の
な
い
会
社
に
卸
し
て
く
れ
る
問
屋

も
な
か
っ
た
と
い
う
。

日
本
の
お
菓
子
や
雑
貨
の
詰
め
合
わ
せ
を
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン（
定
期
課
金
）

で
海
外
向
け
に
販
売
し
て
い
る
会
社
が
急
成
長
し
、地
域
活
性
化
に
も
貢
献
し

て
い
る
。
株
式
会
社
Ｉ
イ

チ

ゴ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
取
締
役
C
E
Ｏ
で
あ
る
近
本
あ
ゆ

み
氏
に
成
長
の
要
因
や
地
方
創
生
へ
の
思
い
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

お菓子のサブスク通じ
地域活性化に貢献

ICHIGO、世界187カ国に向け販売

株式会社ICHIGO
代表取締役CEO

近本 あゆみ 氏

東京都港区
株式会社ICHIGO
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知
名
度
が
上
が
っ
た
き
っ
か
け
は
、

海
外
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
な
ど
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
向
け
の
Ｐ
Ｒ
に
力

を
入
れ
、実
際
に
発
信
し
て
く
れ
た

こ
と
だ
。

　
そ
の
頃
か
ら
海
外
で
日
本
に
対
す

る
人
気
度
が
高
ま
り
、訪
日
外
国
人

観
光
客
が
増
加
。
日
本
の
物
が
欲
し

い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
た
こ
と
も

追
い
風
に
な
っ
た
。

　
た
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
は
世
界
各
地
で

国
際
配
送
が
停
止
と
な
り
、最
大
で
約

２
万
個
が
返
品
さ
れ
、自
社
倉
庫
を
埋

め
尽
く
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
２
週
間

ぐ
ら
い
で
再
開
で
き
た
た
め
、ほ
と
ん

ど
廃
棄
せ
ず
に
済
ん
だ
が
、配
送
で
き

な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。

　
こ
の
時
に
配
送
業
者
を
変
え
た
こ

と
で
以
前
よ
り
も
早
く
確
実
に
送
れ

る
よ
う
に
な
り
、カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー

ビ
ス
も
向
上
し
た
。「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
」と
近

本
氏
は
話
す
。

内
製
化
が
成
功
の
要
因

自
治
体
、金
融
機
関
と
も
連
携

　
成
功
の
要
因
に
つ
い
て
近
本
氏
は
、

内
製
化
が
ポ
イ
ン
ト
で「
地
道
に
コ
ツ

コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
い
っ
た
」と
語
る
。

　
「
２
０
１
７
年
当
時
で
国
内
外
の
同

業
他
社
は
30
社
あ
り
ま
し
た
が
、薄
利

多
売
で
、
梱
包
や
サ
イ
ト
作
り
を
外

注
し
て
し
ま
う
と
、採
算
が
合
わ
な
く

な
っ
て
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
う
ち

の
強
み
は
細
か
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
こ
だ
わ
り
、
梱
包
か
ら
プ
ロ
ダ
ク
ト

の
構
築
、企
画
、
デ
ザ
イ
ン
、サ
イ
ト

作
り
ま
で
全
部
、自
分
た
ち
で
や
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
継
続

的
に
利
益
を
上
げ
ら
れ
ま
す
」と
分

析
す
る
。

　
「
サ
ク
ラ
コ
」は
地
方
限
定
の
詰
め

合
わ
せ
で
、近
本
氏
や
社
員
が
地
方

の
和
菓
子
の
買
い
付
け
に
出
向
き
、

商
品
選
び
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
最
初
は
ど
の
地
方
に
ど
の
よ
う
な

お
菓
子
が
あ
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
地
方
の
自
治
体
や
金
融
機
関

と
連
携
し
、
地
域
に
根
差
し
た
お
菓

子
の
メ
ー
カ
ー
を
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
」と
近
本
氏
。

　

一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
自
治
体

は
約
20
自
治
体
に
上
り
、最
近
で
は
自

治
体
の
担
当
者
か
ら「
一
緒
に
や
り
ま

せ
ん
か
」と
い
う
声
が
か
か
る
と
い
う
。

　
海
外
で
は
手
に
入
ら
な
い
も
の
で
、

で
き
る
だ
け
小
規
模
、
家
族
経
営
で

や
っ
て
い
て
、

地
域
に
根
付
い

て
い
る
商
品
を

選
ん
で
い
る
。こ

の
結
果
、こ
れ

ま
で
海
外
に
出

た
こ
と
が
な
い

メ
ー
カ
ー
に
販

路
を
提
供
し
、新

商
品
の
開
発
の

き
っ
か
け
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り

「
非
常
に
喜
ん

で
も
ら
え
た
」

と
近
本
氏
は
話

す
。

被
災
地
、能
登
の
お
菓
子
を

採
り
上
げ
る

　
昨
年
10
月
に
は
石
川
県
の
お
菓
子

を
採
り
上
げ
、地
震
や
豪
雨
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
能
登
町
や
輪
島
市

の
商
品
も
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
た
。

　
「
地
震
の
影
響
で
営
業
し
て
い
る
店

が
少
な
か
っ
た
で
す
が
、そ
の
中
で
も

地
元
の
原
材
料
を
使
い
、１
０
０
年

近
く
変
わ
ら
な
い
製
法
で
作
り
続
け

て
、地
元
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
メ
ー

カ
ー
を
選
び
ま
し
た
」と
話
す
。

　

近
本
氏
は
兵
庫
県
西
宮
市
出
身
で
、

小
学
生
の
時
に
阪
神
淡
路
大
震
災
に

遭
っ
た
。
そ
の
経
験
か
ら「
立
ち
直
る

の
が
大
変
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
身

に
染
み
て
分
か
っ
て
い
る
」と
話
す
。

こ
の
体
験
が
被
災
地
の
メ
ー
カ
ー
を

採
り
上
げ
た
理
由
で
も
あ
る
。

　
こ
の
話
は
テ
レ
ビ
の
番
組
で
も
採

り
上
げ
ら
れ
、メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
大

き
な
反
響
が
あ
り
、
売
り
上
げ
増
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

四季折々の伝統的な和菓子とお茶を詰め込んだ「Sakuraco」。お菓子の歴史や文化を紹介するマガジンも同
封される。海外にいながら、日本各地の味覚と文化を堪能できると人気を集めている

輪島塗を想起させるデザインが施された和菓子ボックス「石川県」。石川県の味覚
だけでなく、復興への願いと共に職人の想いも詰まっている
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「
微
力
で
も
海
外
の
方
に
被
災
地
の

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、気
に
か
け

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と
近

本
氏
は
言
葉
に
力
を
込
め
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
近
本
氏
は
、「
ま
だ

発
信
で
き
て
い
な
い
商
品
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
47
都
道
府
県
全
て
の
商
品
を

継
続
的
に
発
信
し
て
い
く
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
た
い
」と
話
す
。
お
菓
子

の
ボ
ッ
ク
ス
に
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ

ガ
ジ
ン
も
入
れ
て
い
る
。
使
用
し
て
い

る
原
材
料
の
他
、そ
の
地
域
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
も
紹
介
し
て
お
り
、実
際
、

利
用
者
の
中
に
は
訪
日
し
た
際
に
、自

分
が
食
べ
た
お
菓
子
の
店
を
訪
れ
て

購
入
す
る
人
も
い
る
と
い
う
。

地
方
創
生
の
課
題
は

継
続
的
な
支
援

　
地
方
創
生
に
つ
い
て
近
本
氏
は「
ま

だ
ま
だ
全
然
、貢
献
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

地
方
の
お
菓
子
メ
ー
カ
ー
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
広
め
て
い
く
こ
と

は
で
き
て
い
ま
す
が
、継
続
的
な
支
援

に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
海
外
の
人
向
け
の
商
品
開
発

ま
で
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
の
で
、今

後
は
少
し
ず
つ
で
も
や
っ
て
い
け
れ

ば
」と
今
後
の
課
題
を
指
摘
し
た
。

　

現
在
、約
３
０
０
社
の
お
菓
子
メ
ー

カ
ー
と
取
引
が
あ
り
、
ボ
ッ
ク
ス
に
入

れ
る
の
と
は
別
に
単
品
で
も
取
り
扱
っ

て
い
る
。
全
て
買
い
取
り
で
大
量
に

購
入
す
る
た
め
、地
方
メ
ー
カ
ー
の
売

り
上
げ
増
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
の
従
業
員
は
、ア
ル

バ
イ
ト
を
含
め
て
約
１
５
０
人
。
正
社

員
の
７
割
が
外
国
人
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
当
初
、日
本
人
の
従
業
員
が
デ

ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
い
た
が
、海
外
の

人
に
販
売
す
る
際
、そ
の
国
の
人
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
方
が
よ
り
多
く
売
れ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、外
国
人
を

採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
最
初
の
頃
は
入
社
し
て
も
す
ぐ
に

辞
め
る
人
が
い
て
、
引
き
継
い
だ
仕
事

が
ま
た
近
本
氏
に
戻
っ
て
く
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
今
で
は
10
カ
国
以
上
の

外
国
人
が
働
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

文
化
的
背
景
が
異
な
る
が
、入
社
の
際

に「
仕
事
を
す
る
上
で
は
日
本
の
や
り

方
で
進
め
る
よ
」と
伝
え
、理
解
し
て

働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
た
め
、順
調
に

組
織
が
回
り
出
し
て
い
る
。

　
近
本
氏
の
モ
ッ
ト
ー
は「
で
き
る

か
ど
う
か
で
は
な
く
、や
る
か
ど
う
か
」

だ
。ま
だ
世
の
中
に
存
在
し
な
い
価

値
を
自
分
た
ち
で
創
り
出
す
こ
と
だ

と
い
う
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
時
代
は
、美
容
雑
誌
の

営
業
に
配
属
さ
れ
、約
50
社
の
顧
客
を

担
当
。「
断
ら
れ
て
も
回
り
続
け
た
経

験
が
、今
の
仕
事
に
生
か
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」と
話
す
。

　

近
本
氏
は
３
人
の
子
ど
も
を
育
て

な
が
ら
、会
社
の
ト
ッ
プ
を
務
め
て
い

る
。
仕
事
と
家
庭
と
の
両
立
に
つ
い

て
は「
こ
の
仕
事
を
し
な
が
ら
子
ど
も

を
産
ん
で
い
ま
す
。
自
分
や
夫
の
母

親
、ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、ハ
ウ
ス
キ
ー

パ
ー
と
い
っ
た
い
ろ
ん
な
方

に
お
願
い
し
て
や
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
自
分
が
で
き
な

い
こ
と
と
必
ず
や
り
た
い
こ

と
は
分
け
て
、
時
間
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
毎

日
必
ず
子
ど
も
と
話
す
時
間

も
設
け
て
い
て
、土
曜
、日
曜

は
基
本
的
に
休
み
ま
す
」と

説
明
し
て
く
れ
た
。

伝
統
工
芸
品
の
販
売
を
検
討

日
本
の
文
化
の
発
信
を

　

現
在
、
商
品
の
メ
イ
ン
は

お
菓
子
だ
が
、近
本
氏
は「
日

本
の
伝
統
産
業
に
は
素
敵
な
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
。ま
だ
取
り
組
め
て

い
な
い
商
品
が
大
多
数
な
の
で
幅
を

広
げ
て
い
き
た
い
」と
話
す
。そ
の
中

で
新
規
事
業
と
し
て
検
討
し
て
い
る

の
が
包
丁
の
販
売
だ
。「
日
本
の
職
人

が
何
百
年
も
か
け
て
作
り
続
け
て
き

た
文
化
で
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
」と

近
本
氏
。

　
「
お
菓
子
か
ら
伝
統
工
芸
品
へ
、今

後
は
幅
広
く
日
本
の
良
さ
を
海
外
に

伝
え
て
い
き
た
い
」と
日
本
文
化
の

発
信
に
向
け
て
も
意
欲
を
示
し
て

い
る
。�

F

ICHIGOのスタッフと近本氏（中央）。正社員の
7割を外国人が占める。国籍も年齢もさまざま
なスタッフが海外顧客のニーズを的確に捉え、
日本の素晴らしい食文化を世界に届ける

海外で高まる和包丁人気に応えて誕生したオリジナルの包丁「ZAKU」。
岐阜県関市と大阪府堺市の職人が手がける、日本の技術が光る逸品
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キ
ノ
コ
７
割
の
Ｊ
Ａ
中
野
市

日
本
公
庫
と
組
み
危
機
対
応

　

中
野
市
農
業
協
同
組
合（
Ｊ
Ａ
中
野
市
）

は
長
野
県
北
東
部
の
中
野
市
に
あ
る
。
千
曲

川
が
南
北
に
貫
き
、北
陸
新
幹
線
の
長
野
駅

と
飯
山
駅
の
中
間
に
位
置
す
る
。
高
速
道
路

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
あ
り
、交
通
至
便

の
地
と
い
え
る
。

　

Ｊ
Ａ
中
野
市
の
農
業
は
キ
ノ
コ
と
果
樹
な

ど
の
園
芸
作
物
が
二
本
柱
で
あ
る
。
中
で
も

年
産
約
４
万
２
千
ト
ン
の
エ
ノ
キ
タ
ケ
は
日

本
一
で
約
40
％
の
国
内
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
同

地
域
は
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、
果
樹
の

栽
培
に
適
し
て
お
り
、
近
年
は
高
級
ブ
ド
ウ

の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
生
産
が
伸
び
て

い
る
。

　

と
は
い
え
Ｊ
Ａ
中
野
市
の
２
０
２
４
年
度

（
２
０
２
４
年
３
月
～
２
０
２
５
年
２
月
）の

農
産
物
販
売
取
扱
高
３
４
７
億
円
の
う
ち

エ
ノ
キ
タ
ケ
に
代
表
さ
れ
る
キ
ノ
コ
類
は
約

70
％
を
占
め
る
。
同
農
協
で
は
専
門
の「
き

の
こ
課
」を
設
け
て
拡
大
に
努
め
て
き
た
。

キ
ノ
コ
類
全
体
の
50
％
以
上
は
エ
ノ
キ
タ
ケ

で
、
他
に
ブ
ナ
シ
メ
ジ
、エ
リ
ン
ギ
、
ナ
メ
コ

な
ど
を
産
す
る
。

　
エ
ノ
キ
タ
ケ
は
工
場
生
産
方
式
の
た
め
、

ブ
ド
ウ
な
ど
と
比
べ
て
大
き
な
設
備
資
金

を
要
す
る
。
中
野
市
の
エ
ノ
キ
タ
ケ
が
日
本

一
な
の
は
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
が
日
本
公
庫
と
も

連
携
し
て
資
金
供
給
の
パ
イ
プ
を
太
く
し
て
、

融
資
面
で
生
産
者
を
支
え
て
き
た
の
も
一
因

と
い
え
る
。
Ｊ
Ａ
中
野
市
は
単
独
で
の
融
資

以
外
に
、
必
要
に
応
じ
て
日
本
公
庫
と
の
協

調
融
資
や
融
資
の
取
り
次
ぎ
な
ど
を
適
宜

行
っ
て
き
た
。

　
こ
と
に
日
本
公
庫
と
の
連
携
が
役
立
っ
た

の
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
後
に
起
き
た
危
機
へ
の

対
応
で
あ
る
。
キ
ノ
コ
の
市
況
悪
化
に
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
原
油
高
な
ど

農
業
は
コ
ス
ト
高
や
担
い
手
の
高
齢
化
、市
況
の
変
動
な
ど
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
日
本
公
庫
と
の
連
携
を
活
用
す
る
農
協
が

あ
る
。
中
野
市
農
業
協
同
組
合（
J
A
中
野
市
）は
設
備
費
が
か
か
る
キ
ノ
コ

生
産
者
の
資
金
支
援
を
充
実
。
伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合（
J
A
伊
万
里
）は

佐
賀
牛
農
家
の
後
継
者
育
成
に
成
果
を
上
げ
る
。

キノコのJA中野市、佐賀牛のJA伊万里
日本公庫との連携生かし課題を克服

Topics-1
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に
起
因
す
る
コ
ス
ト
高
が
重
な
り
、キ
ノ
コ

生
産
者
の
経
営
を
圧
迫
し
た
。
２
０
２
０
年

度
と
比
べ
て
２
０
２
２
年
度
の
キ
ノ
コ
の
販

売
高
は
約
11
％
も
減
っ
た
。
Ｊ
Ａ
中
野
市
は

キ
ノ
コ
生
産
者
へ
の
資
金
繰
り
支
援
を
求
め

ら
れ
た
。だ
が
キ
ノ
コ
生
産
者
へ
の
与
信
額

の
シ
ェ
ア
は
高
く
、
単
独
で
の
融
資
に
は
限

界
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
日
本
公
庫
長
野
支
店
と
対
策

を
協
議
し
て
、
公
庫
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

資
金
に
よ
る
支
援
を
講
じ
た
。
こ
れ
は
経

済
環
境
の
急
激
な
変
化
で
打
撃
を
被
っ
た

事
業
者
の
経
営
継
続
を
助
け
る
た
め
の
融

資
制
度
で
あ
る
。Ｊ
Ａ
中
野
市
は
２
０
２
２

年
10
月
に
日
本
公
庫
と
業
務
委
託
契
約
を

結
び
、日
本
公
庫
と
の
連
携
を
強
化
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
必
要
と
し
た
47
件
に
総
額

40
億
円
を
超
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
融

資
が
行
わ
れ
た
。「
そ
れ
ぞ
れ
受
け
付
け
か

ら
融
資
の
実
行
ま
で
３
カ
月
以
内
に
完
了

で
き
ま
し
た
」と
金
融
事
業
本
部
長
の
山
田

一
彦
常
務
理
事
は
言
う
。「
多
か
っ
た
の
で

す
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
処
理
で
き
た
の
で
、

何
と
か
間
に
合
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
」と
小

池
秀
一
金
融
共
済
部
長
は
振
り
返
る
。

設
備
更
新
で
資
金
需
要
増
大

「
今
後
も
連
携
は
重
要
に
」

　

Ｊ
Ａ
中
野
市
と
日
本
公
庫
と
の
関
係
は
、

キ
ノ
コ
生
産
の
本
格
的
な
規
模
拡
大
を
き
っ

か
け
に
始
ま
っ
た
。
同
地
域
で
の
エ
ノ
キ
タ

ケ
の
栽
培
は
戦
後
間
も
な
く
始
ま
り
70
年
以

上
の
歴
史
が
あ
る
が
、当
初
は
農
家
の
冬
場

の
副
業
だ
っ
た
。
木
材
の
お
が
粉
で
作
っ
た

培
地
を
瓶
に
入
れ
て
、
そ
こ
に
エ
ノ
キ
タ
ケ

の
種
菌
を
植
え
付
け
て
納
屋
な
ど
に
並
べ
て

育
て
た
。

　

Ｊ
Ａ
中
野
市
は
１
９
６
４
年
に
発
足
し
、

１
９
７
１
年
に
種
菌
セ
ン
タ
ー
を
設
け
た
。

こ
こ
で
種
菌
を
繁
殖
さ
せ
て
生
産
者
に
供

給
す
る
体
制
を
築
い
た
。
１
９
８
５
年
ご
ろ

か
ら
栽
培
施
設
の
大
型
化
が
進
み
始
め
た
。

さ
ら
に
１
９
９
３
年
ご
ろ
よ
り
、
瓶
の
培
地

に
種
菌
を
植
え
付
け
て
菌
糸
を
20
日
ほ
ど
か

け
て
培
養
す
る
工
程
を
専
門
に
担
う
培
養
セ

ン
タ
ー
が
登
場
し
た
。
生
産
者
は
こ
こ
か
ら

菌
糸
を
詰
め
た
瓶
を
受
け
取
り
、温
度
と
湿

度
を
管
理
し
て
約
30
日
で
エ
ノ
キ
タ
ケ
を
育

て
て
出
荷
す
る
。
こ
う
し
た
分
業
体
制
が
確

立
し
て
、生
産
性
の
向
上
と
品
質
の
安
定
が

図
ら
れ
、
中
野
市
は
エ
ノ
キ
タ
ケ
生
産
で
全

国
ト
ッ
プ
の
座
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。

　
「
培
養
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
こ
ろ
は
、ま
だ

日
本
公
庫
と
の
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
２
０
０
８
年
ご
ろ
か
ら
協
調
融

資
な
ど
で
関
係
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
規
模
拡

大
や
設
備
更
新
で
生
産
者
の
資
金
需
要
が
年
々

増
し
て
、
日
本
公
庫
と
の
連
携
が
重
要
に
な

り
ま
し
た
。当
組
合
は
自
己
資
本
１
０
０
億

円
ち
ょ
っ
と
、
資
金
量
１
千
億
円
程
度
な
の

で
、
私
ど
も
だ
け
で
は
組
合
員
の
資
金
需
要

を
十
分
に
満
た
せ
ま

せ
ん
」（
山
田
氏
）

　

培
養
セ
ン
タ
ー
は

エ
ノ
キ
タ
ケ
が
六
つ
、

ブ
ナ
シ
メ
ジ
が
二
つ
、

エ
リ
ン
ギ
が
一
つ
あ

る
。
１
９
９
６
年
に
エ

ノ
キ
タ
ケ
の
生
産
者

８
人
で
設
立
し
た
ひ

ら
の
培
養
セ
ン
タ
ー

は
、15
年
ほ
ど
前
に
第

三
工
場
の
建
設
の
た
め
に
Ｊ
Ａ
中
野
市
か

ら
３
億
５
千
万
円
、日
本
公
庫
か
ら
３
億
円

の
合
計
６
億
５
千
万
円
を
借
り
入
れ
た
。

　

返
済
は
こ
の
ほ
ど
終
わ
っ
た
が
、
浅
沼
正

勝
代
表
理
事
は「
こ
れ
か
ら
も
設
備
更
新
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
語
る
。

「
今
年
予
定
し
て
い
る
冷
凍
機
の
更
新
だ
け

で
も
１
億
円
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
資
材
費

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
も
値
上
が
り
し
て
、

設
備
資
金
も
運
転
資
金
も
跳
ね
上
が
っ
て

い
ま
す
。日
本
公
庫
か
ら
も
引
き
続
き
融
資

面
で
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」

　
コ
ロ
ナ
禍
は「
１
年
目
は
家
庭
の
需
要
が

増
え
て
、エ
ノ
キ
タ
ケ
は
か
え
っ
て
よ
か
っ

た
の
で
す
が
、２
年
目
か
ら
外
食
や
旅
館
の

不
振
な
ど
で
急
激
に
厳
し
く
な
り
ま
し
た
」

と
言
う
。同
培
養
セ
ン
タ
ー
は
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
資
金
を
７
５
０
０
万
円
借
り
て
し

培養センターでは、エノキタケの種菌を植えた菌床を適温・適湿
で育成し、生育を行う生産者へ供給している

中野市農業協同組合
常務理事　金融事業本部長

山田 一彦 氏
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の
い
だ
。
浅
沼
氏
は
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
生
産
者

で
も
あ
る
。
最
近
は
人
手
の
確
保
も
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
中
野
市
の
山
田
氏
は「
培
養
セ
ン

タ
ー
は
更
新
期
を
迎
え
ま
す
。
今
、工
場
を

建
設
し
た
ら
、投
資
額
は
数
十
億
円
を
く
だ

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
生
産
者
は
新
た
に
省
力

化
投
資
も
必
要
で
す
」と
言
う
。

　

生
産
者
が
全
国
的
に
減
っ
て
き
た
の
で
、

エ
ノ
キ
タ
ケ
の
価
格
は
回
復
し
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
中
野
市
の
キ
ノ
コ
生
産
者
も
コ
ロ
ナ
前
の

２
０
１
９
年
の
１
６
６
か
ら
現
在
１
１
２
に

集
約
さ
れ
て
い
る
。
販
売
は
キ
ノ
コ
も
ブ
ド

ウ
も
好
調
で
、
２
０
２
４
年
度
の
総
販
売
額

３
４
７
億
円
は
目
標
を
９
％
強
上
回
っ
た
。

Ｊ
Ａ
中
野
市
の
農
業
関
連
事
業
は
黒
字
で

あ
る
。
今
後
も
日
本
公
庫
と
の
連
携
に
よ
り

生
産
者
を
支
援
し
て
、「
く
だ
も
の
と
き
の

こ
の
王
国
」と
し
て
一
層
の
発
展
を
図
る
方

針
で
あ
る
。

「
佐
賀
牛
」後
継
者
育
成
で

Ｊ
Ａ
伊
万
里
、公
庫
と
連
携

　

伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合（
Ｊ
Ａ
伊
万
里
）

は
佐
賀
県
西
部
に
位
置
し
伊
万
里
市
と
有
田

町
が
管
内
で
あ
る
。
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合

（
Ｊ
Ａ
さ
が
）、唐
津
農
業
協
同
組
合（
Ｊ
Ａ
か

ら
つ
）と
共
に
、高
級
黒
毛
和
牛
の「
佐
賀
牛
」

を
生
産
す
る
。

　

牛
は
伊
万
里
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
牛
を
モ
デ
ル
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

「
伊
万
里
牛
」と
呼
ん
で「
伊
万
里
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
上
で
、欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
ブ
ラ
ン
ド
で
す
」と
う
た
っ
て
い
る
。
し

か
し「
伊
万
里
牛
」は

通
称
で
、
Ｊ
Ａ
伊
万

里
で
は「
佐
賀
牛
」を

正
式
な
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
扱
っ
て
い
る
。

「
佐
賀
牛
」に
は
明

確
な
品
質
基
準
が
あ

る
。
Ｊ
Ａ
伊
万
里
の
営

農
畜
産
部
畜
産
課
の

田
中
智
広
課
長
は「
霜

降
り
の
度
合
い
を
示

す
最
高
12
段
階
ま

で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｓ
値

で
７
以
上
が『
佐
賀

牛
』で
、
６
以
下
は

『
佐
賀
産
和
牛
』で

す
」と
説
明
す
る
。

佐
賀
牛
を
中
心
と

す
る
和
牛
は
Ｊ
Ａ

伊
万
里
を
代
表
す

る
特
産
品
で
、２
０

２
４
年
３
月
期
の
販
売
取
扱
高
は
39
億
６
５

０
０
万
円
で
あ
る
。
伊
万
里
梨
な
ど
の
果
樹

や
米
、
野
菜
を
合
わ
せ
た
農
産
物
取
扱
高
36

億
３
７
０
０
万
円
を
上
回
る
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
佐
賀
牛
に
代
表
さ
れ
る

和
牛
の
生
産
は
右
肩
下
が
り
の
状
況
で
あ

る
。
５
農
協
が
合
併
し
て
今
の
Ｊ
Ａ
伊
万
里

が
で
き
た
２
０
０
３
年
ご
ろ
は
和
牛
農
家
が

約
１
０
０
戸
あ
っ
た
が
現
在
は
39
戸
で
、
１
万

頭
以
上
あ
っ
た
飼
育
頭
数
は
約
５
５
０
０
頭

に
減
っ
た
そ
う
だ
。
田
中
氏
は「
農
家
の
高
齢

化
と
飼
料
の
値
上
が
り
な
ど
の
コ
ス
ト
高
に
、

肉
の
相
場
の
低
下
」を
原
因
と
し
て
挙
げ
た
。

　

父
母
と
３
人
で
和
牛
農
家
を
営
む
浦
川

健
治
氏
は「
昨
年
が『
佐
賀
牛
』の
40
周
年

で
し
た
。
当
時
か
ら
佐
賀
牛
を
支
え
て
き

た
方
々
が
高
齢
に
な
っ
て
引
退
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
っ
て
、
飼
育
頭
数
が
減
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
で
す
か
」と
話
す
。
佐
賀
県
の
農

協
グ
ル
ー
プ
の
生
産
者
が
１
９
８
４
年
か

ら「
佐
賀
牛
」の
ブ
ラ
ン
ド
を
使
い
始
め
て
、

今
が
ち
ょ
う
ど
代
替
わ
り
の
時
期
に
当
た

る
。
後
継
者
が
い
な
い
農
家
は
廃
業
し
て

JA伊万里では、きめ細やかな肉質と甘みを持つ「佐賀牛」をはじめ、玉
ねぎや果物など特産物が豊富

農事組合法人ひらの培養センター
代表理事

浅沼 正勝 氏

伊万里市農業協同組合
営農畜産部　畜産課　課長

田中 智広 氏
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い
く
。

　

こ
う
し
た
縮
小
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
日
本
公
庫
佐
賀
支

店
と
連
携
し
て「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
講

座
」を
２
０
２
２
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。「
後

継
者
に
経
営
の
安
定
と
規
模
拡
大
に
つ
な

が
る
知
識
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
、
田

中
氏
は
狙
い
を
語
る
。

　

参
加
す
る
の
は
佐
賀
牛
を
育
て
る
農
家

39
戸
の
う
ち
後
継
者
が
い
る
18
戸
で
あ
る
。

講
座
の
テ
ー
マ
は
経
理
、税
務
か
ら
飼
育
管

理
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
日

本
公
庫
佐
賀
支
店
と
協
議
し
て
外
部
講
師

を
選
定
し
紹
介
を
受
け
る
。「
私
た
ち
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、公
庫
か
ら
だ
と

幅
広
く
講
師
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
の
で
助

か
り
ま
す
」と
田
中
氏
は
日
本
公
庫
と
連
携

す
る
メ
リ
ッ
ト
を
語
る
。

　

Ｊ
Ａ
伊
万
里
の
肥
育
農
家
は
比
較
的
小

規
模
で
あ
る
。「
１
戸
当
た
り
の
飼
育
頭
数

は
約
80
頭
か
ら
一
番
大
き
く
て
約
５
０
０
頭

で
、中
心
は
約
１
０
０
頭

で
す
」と
田
中
氏
は
言
う
。

１
０
０
頭
前
後
の
規
模

で
は
夫
婦
に
よ
る
経
営

が
中
心
で
、子
ど
も
は
手

伝
う
形
に
な
る
。
子
ど

も
が
後
継
者
に
な
る
の

だ
が
、
経
営
を
体
系
的

に
学
ぶ
機
会
が
少
な
い
。

そ
こ
を
補
う
の
が
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座

で
あ
る
。

　

参
加
者
の
年
齢
は
45
歳
以
下
で
30
歳
代

が
多
い
。「
30
歳
代
か
ら
40
歳
代
が
分
岐
点

だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
規
模
を
拡
大
し

て
い
く
か
ど
う
か
の
で
す
ね
。
そ
の
点
を
念

頭
に
置
い
て
い
ろ
い
ろ
吸
収
し
て
ほ
し
い
の

で
す
」と
田
中
氏
は
願
う
。

　

前
述
の
浦
川
氏
は
育
成
講
座
の
参
加
メ

ン
バ
ー
で
、日
本
公
庫
が
紹
介
し
た
熊
本
県

の
和
牛
農
家
に
よ
る
２
月
の
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
た
。「
講
師
が
獣
医
を
や
り
な
が
ら

牛
を
飼
っ
て
い
る
方
で
、普
段
聞
け
な
い
獣

医
の
話
と
、牛
を
肉
と
し
て
出
荷
す
る
ま
で

の
詳
し
い
育
成
方
法
を
聞
け
て
、非
常
に
啓

発
さ
れ
ま
し
た
」と
述
べ
る
。

税
務
、飼
育
管
理
な
ど
広
く

学
ん
で
日
々
の
課
題
解
決
に

　

経
営
診
断
も
で
き
る
税
理
士
の
話
も
大

い
に
勉
強
に
な
っ
た
そ
う
だ
。「
セ
ミ
ナ
ー

を
受
け
る
前
は
、数
字
関
係
は
両
親
に
任
せ

て
、私
は
牛
の
世
話
が
中
心
で
し
た
。
し
か

し
教
え
て
い
た
だ
い
て
、昨
年
か
ら
経
理
も

見
て
、今
年
の
税
金
の
申
告
は
私
が
初
め
て

や
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、こ
こ
は
経
費
を

抑
え
ら
れ
な
い
か
な
ど
と
改
善
方
法
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

昨
年
、
Ｊ
Ａ
さ
が
主
催
の「
事
業
承
継
」の

講
座
に
Ｊ
Ａ
伊
万
里
も
招
か
れ
た
の
で
、浦

川
氏
も
参
加
し
た
。「
初
め
て
聞
く
話
ば
か

り
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
」と
言
う
。

　

浦
川
家
は
個
人
経
営
で
、子
牛
を
産
ま
せ

る
繁
殖
牛
約
30
頭
と
、
そ
の
子
牛
を
育
て
て

出
荷
す
る
ま
で
の
肥
育
牛
約
60
頭
を
飼
っ
て

い
る
。外
部
か
ら
子
牛
を
仕
入
れ
て
肥
育
す

る
農
家
と
は
異
な
り
、繁
殖
か
ら
の
一
貫
経

営
で
あ
る
。子
牛
相
場
に
左
右
さ
れ
な
い
代

わ
り
に
、肉
と
し
て
出
荷
で
き
る
ま
で
の
期

間
が
、約
２
年
半
と
肥
育
だ
け
よ
り
約
１・５

倍
長
く
な
る
。

　
「
子
牛
を
安
定
的
に
産
ま
せ
て
、
肉
質
の

良
い
大
き
な
牛
に
育
て
る
ま
で
、課
題
だ
ら

け
で
す
。
生
き
物
な
の
で
、毎
年
状
況
は
一

変
し
ま
す
。適
切
に
対
処
す
る
に
は
い
ろ
ん

な
情
報
を
頭
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
点
で
育
成
講
座
な
ど
の
支
援

は
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
」

　

浦
川
氏
は
こ
の
ほ
ど
42
歳
に
な
っ
た
。Ｊ

Ａ
伊
万
里
の
ハ
ウ
ス
野
菜
の
営
農
指
導
員
か

ら
２
０
１
６
年
に
就
農
し
た
。「
当
面
、頭
数

は
現
状
維
持
」と
の
考
え
だ
が
、「
市
場
で
の

評
価
が
高
い『
佐
賀
牛
』の
将
来
は
明
る
い
」

と
希
望
を
持
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
の
田
中
氏
は「
後
継
者
の
皆

さ
ん
に
は
ぜ
ひ
経
営
力
を
高
め
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」と
、
次
世
代
の
担
い
手
に

期
待
を
寄
せ
る
。　

�

🅵

和牛農家

浦川 健治 氏

次世代リーダー養成講座にて真剣なまなざしで学ぶ受講生たち。実践
的なノウハウを習得し、数字に強い経営者を目指す
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多
彩
な
地
域
貢
献
の
取
組
み

た
だ
今
ア
イ
デ
ア
募
集
中

　
「
新
し
い
こ
と
を
今
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

い
ま
し
て
ね
」と
話
し
な
が
ら
、国
立
印
刷

局
の
大
津
俊
哉
理
事
長
が
出
し
た
の
は
、

何
と
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
だ
っ
た
。「
日

本
的
な
も
の
に
対
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に

応
え
て
私
た
ち
の
強
み
を
生
か
し
て
貢
献

し
た
い
と
思
っ
て
作
っ
た
も
の
で
す
」

　

お
札
な
ど
の
用
紙
を
製
造
す
る
小
田

原
工
場
が
地
元
へ
の
社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
民
間
企
業
と
協
同
で
製
作
し
た
そ

う
だ
。「
す
か
し
が
入
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
我
々
が
得
意
と
す
る
技
術
で
す
」。
な

る
ほ
ど
国
立
印
刷
局
が
造
る
お
札
や
パ
ス

ポ
ー
ト
に
は
す
か
し
が
入
れ
て
あ
る
。

　
国
立
印
刷
局
は
最
近
、地
域
に
対
す
る
貢

献
の
た
め
、
民
間
へ
の
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
地

域
貢
献
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
職
員
に

ア
イ
デ
ア
を
募
っ
て
い
て
、今
ど
ん
ど
ん
集

ま
っ
て
い
ま
す
」と
大
津
氏
は
語
る
。
上
か

ら
号
令
し
て
始
め
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

国
立
印
刷
局
は
名
前
の
通
り
、
お
札
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
公
共
性
の
高
い
製
品

を
製
造
し
て
お
り
、
職
員
の
身
分
は
国
家

公
務
員
で
あ
る
。「
お
役
所
仕
事
」を
連
想

し
が
ち
だ
が
、実
態
は
違
う
。

　

財
務
省
出
身
の
大
津
氏
は
理
財
局
次
長

な
ど
を
歴
任
し
て
、
３
年
前
に
理
事
長
に

就
任
し
た
。
ま
ず
各
工
場
を
回
っ
て
若
手

を
含
め
て
職
員
と
対
話
し
た
。
東
京
工
場

を
は
じ
め
西
は
岡
山
県
ま
で
６
工
場
と
研

究
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
職
員
か
ら「
地
域
の

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
は
民
間
企
業
と
変
わ
ら
ぬ
経
営
体
質
で
あ
る
。

年
間
約
30
億
枚
の
お
札
を
完
璧
に
製
造
す
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有

す
る
一
方
、新
し
い
課
題
に
絶
え
ず
取
り
組
み
進
化
を
続
け
る
。
お
札
の
新

デ
ザ
イ
ン
は
卓
越
技
巧
の
手
技
と
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
製
作

し
た
。
国
家
公
務
員
の
職
員
が
自
主
的
に
業
務
改
善
を
推
進
し
、組
織
風
土

を
日
々
革
新
す
る
。緊
張
感
を
伴
う
独
立
採
算
制
を
背
景
に
培
っ
た
多
彩
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、民
間
企
業
に
提
供
す
る
こ
と
に
も
熱
心
だ
。

進取の組織、独立行政法人国立印刷局
お札を完璧に造り続けて日々新たに
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た
め
に
も
っ
と
役
立
ち
た
い
、
貢
献
し
た

い
」と
い
う
声
を
数
多
く
聞
い
た
。

　
内
閣
参
事
官
時
代
に
地
方
創
生
担
当
を

務
め
た
大
津
氏
は
、
直
ち
に
そ
の
声
に
応

え
た
。「
地
方
創
生
で
は
、
地
域
の
担
い
手

が
自
ら
課
題
を
つ
か
み
、
自
分
事
と
し
て

独
自
の
強
み
を
発
揮
し
て
解
決
に
当
た
る

こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
各
地
の
工
場
の

職
員
は
そ
の
土
地
で
育
っ
た
人
が
多
く
、

担
い
手
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
気
持

ち
が
強
い
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　
「
職
員
が
日
頃
や
っ
て
い
る
仕
事
は
、自

分
た
ち
が
気
付
か
な
い
だ
け
で
実
は
す
ご

い
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
の
強
み
を
生
か
し

て
地
域
貢
献
を
し
た
ら
ど
う
か
と
言
っ
て

い
る
の
で
す
」

　

実
際
に
お
役
所
仕
事
で
は
成
し
得
な
い

す
ご
技
が
随
所
に
あ
る
。

「
日
本
の
お
札
は
ア
ー
ト
」

卓
越
技
巧
は
偽
造
が
困
難

　

２
０
２
４
年
７
月
、
渋
沢
栄
一
の
一
万

円
札
、津
田
梅
子
の
五
千
円
札
、北
里
柴
三

郎
の
千
円
札
の
発
行
が
開
始
さ
れ
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
も
、
国
立
印
刷
局

の
実
力
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
前
の
お
札
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
20
年

近
く
た
ち
、
民
間
の
印
刷
技
術
が
大
幅
に

進
化
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
欧
米

で
最
新
の
偽
造
防
止
技
術
を
採
用
し
た

お
札
が
順
次
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

目
の
不
自
由
な
人
に
も
使
い
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
求
め
ら
れ
て
、
デ

ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
の
で
す
」（
大
津
氏
）

　
お
札
を
変
え
る
眼
目
は
、偽
造
防
止
の
レ

ベ
ル
を
高
め
る
点
に
あ
る
。一
方
デ
ザ
イ
ン

や
芸
術
性
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
「
日
本
の
お
札
は
ア
ー
ト
な
の
で
す
」と

大
津
氏
は
明
言
す
る
。「
英
語
の
辞
書
を

引
け
ば
、
ア
ー
ト
に
は『
芸
術
』と『
技
術
』

の
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
外
国
の
お

札
の
多
く
は
肖
像
部
分
も
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
作
り
ま
す
が
、
我
々
は
芸
術
系
の

学
校
で
学
び
、
入
局
後
も
特
別
な
修
業
を

行
っ
た
専
門
職
の
工
芸
官
が
、
芸
術
能
力

を
活
か
し
、
経
済
の
イ
ン
フ
ラ
た
る
お
札

の
原
図
を
描
い
て
手
で
彫
っ
て
原
版
を
作

り
ま
す
。
芸
術
と
技
術
の
融
合
に
よ
る
日

本
の
お
札
は
本
当
の
意
味
で
の
ア
ー
ト
で

す
」

　
こ
れ
が
世
界
最
高
水
準
の
偽
造
防
止
技

術
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。「
人
間
に

よ
る
手
技
は
機
械
に
は
容
易
に
ま
ね
で
き

ま
せ
ん
か
ら
ね
」と
大
津
氏
は
言
う
。

　

約
30
人
の
工
芸
官
が
、
全
体
の
デ
ザ
イ

ン
、
肖
像
な
ど
の
彫
刻
、
す
き
入
れ
、
線

画
デ
ザ
イ
ン
の
４
部
門
に
分
か
れ
て
、
卓

越
技
巧
を
磨
い
て
い

る
。
工
芸
官
が
色
鉛
筆

と
絵
の
具
で
描
い
た

お
札
の
絵
は
細
密
で
、

本
物
と
見
比
べ
て
も

見
分
け
が
つ
か
な
い
。

も
っ
と
も
お
札
の
変
更

は
約
20
年
ご
と
だ
か

ら
、
ゆ
と
り
が
あ
り
そ

う
だ
。
し
か
し
銀
行
券

部
製
品
設
計
グ
ル
ー
プ

の
㠀し

ま
田だ

和
彦
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー（
当
時
）は「
次

の
お
札
の
準
備
と
し
て

新
技
術
や
製
造
技
術
の

調
査
が
始
ま
り
、
工
芸

官
の
匠た
く
み

で
あ
る
手
技
技
術
を
引
き
継
ぐ
期

間
も
あ
り
、
20
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
る
感
じ
で
す
」と
言
う
。

　
「
針
研
ぎ
３
年
、
描
き
８
年
、
ビ
ュ
ラ
ン

（
美
蘭
）咲
く
の
は
18
年
」と
い
う
言
葉
を

大
津
氏
が
教
え
て
く
れ
た
。
工
芸
官
が
自

分
に
合
っ
た
ビ
ュ
ラ
ン
つ
ま
り
彫
刻
刀
を

作
れ
る
ま
で
３
年
。
原
図
を
描
き
彫
刻
が

で
き
る
ま
で
８
年
。一
人
前
に
な
る
に
は

18
年
か
か
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
美
術

系
の
学
校
を
卒
業
し
た
新
人
を
、
所
定
の

レ
ベ
ル
の
工
芸
官
に
養
成
す
る
ま
で
20
年

近
く
の
時
間
を
要
す
る
の
だ
。　

独立行政法人国立印刷局
理事長

大津 俊哉 氏

小田原箱根商工会議所の会員
企業と連携し、国立印刷局の和
紙を用いた小田原ちょうちん
を製作。 地域貢献と伝統工芸
の継承を目指す
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デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
際
に
は
新
し
い
工

夫
を
加
え
る
。
例
え
ば
、今
回
、す
か
し
の

肖
像
の
背
景
に
細
か
い
模
様
を
入
れ
た
。

模
様
が
強
す
ぎ
る
と
肖
像
が
沈
ん
で
し
ま

う
の
で
、
最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
探
し
て
試

作
を
20
回
以
上
繰
り
返
し
た
。

ミ
ス
が
許
さ
れ
な
い
仕
事

み
ん
な
で
業
務
改
善
活
動

　
「
工
芸
官
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、芸
術
家
で

す
」と
大
津
氏
は
言
う
。し
か
し
工
芸
官
は

秘
匿
性
の
高
い
仕
事
に
携
わ
る
た
め
名
前

も
顔
も
開
示
さ
れ
な
い
。
名
を
残
す
よ
り

も
、
新
し
い
お
札
を
完
璧
に
仕
上
げ
る
こ

と
に
達
成
感
を
覚
え
る
職
人
気
質
を
併
せ

持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

職
人
的
な
行
き
届
い
た
仕
事
が
必
要
な

の
は
、お
札
の
原
版
作
り
に
限
ら
な
い
。
国

立
印
刷
局
の
製
品
で
あ
る
お
札
、パ
ス
ポ
ー

ト
、官
報
な
ど
は
全
て
ミ
ス
が
許
さ
れ
な
い
。

品
質
、
納
期
全
般
に
わ
た
っ
て
正
確
さ
が

格
段
に
厳
し
く
求
め
ら
れ
る
。

　

２
０
２
３
年
度
の
業
務
実
績
に
関
す
る

自
己
評
価
書
を
見
る
と
、
例
え
ば
お
札
に

つ
い
て
は「
情
報
漏
え
い
、
紛
失
、
盗
難
」

は
記
載
さ
れ
て
い
る
４
年
間「
無
」が
並

ぶ
。「
製
造
計
画
達
成
度
」「
納
期
達
成
率
」

「
保
証
品
質
達
成
率
」は
ど
れ
も
同
じ
く

「
１
０
０
％
」が
並
ぶ
。
お
札
の
紛
失
や
不
良

品
の
見
逃
し
な
ど
は
無
く
て
当
た
り
前
で

あ
る
。
だ
が
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り

前
に
や
る
の
は
意
外
に
難
し
い
。

　

管
理
シ
ス
テ
ム
が
重
要
だ
が
、
最
終
的

に
は
職
員
の
倫
理
観
と
士
気
が
決
め
手
に

な
る
。
大
津
氏
は「
国
家
公
務
員
な
の
で
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
創
設
以
来
１
５
０
年
余
り
、
代
々
引

き
継
が
れ
て
き
た
責
任
感
、
仕
事
へ
の
誇

り
が
職
員
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
い
わ
ば
企
業
文
化
の
要
素
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
」と
答
え
る
。

　

そ
れ
が
業
務
改
善
活
動
に
よ
く
表
れ
て

い
る
。
各
職
場
に
は
職
員
が
自
主
的
に
設

け
た
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
。
そ
こ
で
職
員
は

作
業
効
率
の
向
上
や
品
質
の
安
定
化
、
労

働
安
全
、
環
境
対
策
な
ど
に
つ
い
て
提
案

を
出
し
合
っ
て
改
善
に
努
め
て
い
る
。

　
１
８
７
１
年（
明
治
４
年
）の
創
設
以
来
、

連
綿
と
続
け
て
き
た
。
民
間
も
や
っ
て
い

る
が
、
大
津
氏
は「
い
ろ
ん
な
組
織
を
見
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
改
善
活
動
を
一

生
懸
命
に
や
る
組
織
は
な
か
な
か
無
い
の

で
は
」と
感
心
す
る
。

　

毎
年
、
提
案
件
数
は
約
４
２
０
０
件
に

上
る
。
優
れ
た
活
動
は
業
務
改
善
活
動
発

表
会
で
表
彰
す
る
。
昨
年
、
日
本
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
Ｉ
Ｅ
）

協
会
が
発
行
す
る
専
門
誌
に
、
業
務
改
善

活
動
の
取
組
み
に
関
す
る
論
文
を
投
稿

し
て
、「
第
53
回
日
本
Ｉ
Ｅ
文
献
賞（
改
善

賞
）」を
受
賞
し
た
。

　

人
事
院
が
募
集
す
る
国
家
公
務
員
倫
理

月
間
の
標
語
へ
の
応
募
も
活
発
で
、
総
応

募
数
の
約
３
割
を
国
立
印
刷
局
職
員
の
応

募
が
占
め
て
い
る
。
全
行
政
機
関
の
中
で

は
４
年
連
続
第
１
位
で
あ
る
。
２
０
２
４
年

度
の
優
秀
作
品
に
彦
根
工
場
の
職
員
の「
そ

の
倫
理　

あ
な
た
や
誰
か
を　

守
る
も
の
」

が
選
ば
れ
て
い
る
。

　

閉
鎖
的
な
組
織
は
腐
敗
し
や
す
い
。
国

立
印
刷
局
は
高
い
秘
匿
性
を
求
め
ら
れ
る

事
業
を
担
い
な
が
ら
、
外
部
と
の
交
流
に

積
極
的
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
な
姿
勢
は
活

力
あ
る
風
土
を
保
つ
上
で
重
要
だ
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
民
間
に
提
供

工
芸
官
も
技
を
世
に
広
く

　

工
場
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
さ
ま
ざ
ま

に
工
夫
し
て
い
る
。「
職
員
は
当
た
り
前

と
思
っ
て
何
気
な
く
や
っ
て
い
ま
す
が
、

す
ご
い
こ
と
で
す
。
工
場
の
多
様
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
民
間
企
業
に
伝
え
る
こ
と
も
大
事

な
社
会
貢
献
に
な
り
ま
す
」（
大
津
氏
）

　

労
働
安
全
に
関
し
て
は
、
彦
根
工
場
が

４
年
前
に
１
３
２
０
万
時
間
の
無
災
害
記

録
を
達
成
し
て
、
厚
生
労
働
省
よ
り「
第

４
種
無
災
害
記
録
証
」を
受
け
た
。
５
段
階

の
上
か
ら
２
番
目
に
当
た
り
、
滋
賀
県
で

は
２
例
目
だ
っ
た
。
同
工
場
は
20
年
以
上
、

休
業
労
働
災
害
を
起
こ
し
て
い
な
い
。
小

田
原
工
場
、
静
岡
工
場
も「
第
１
種
無
災

害
記
録
証
」を
授
与
さ
れ
て
お
り
、
他
の

工
場
も
労
災
防
止
に
熱
心
で
あ
る
。

　

彦
根
工
場
で
は
昨
年
、
地
元
企
業
16
社

に
労
災
防
止
活
動
の
実
態
を
見
学
し
て
も

ら
っ
て
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。
参
加
者
か

ら「
個
々
の
職
員
の
安
全
意
識
が
高
く
、意

見
を
言
い
合
え
る
風
通
し
の
い
い
風
土
が

安
全
活
動
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

た
」と
の
感
想
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

ま
た
、高
値
で
取
引
さ
れ
る
も
の
も
あ
る

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
を
製
造
す
る
企

業
に
赴
い
て
、実
地
で
厳
格
な
取
り
扱
い
が

用紙やインキなど諸材料の製造から印刷・仕上げまで
一貫管理し、高品質なお札を生産している
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求
め
ら
れ
る
製
品
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管

理
に
つ
い
て
助
言
し
た
こ
と
も
あ
る
。お
札

を
製
造
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
あ
た
り
は
お

手
の
も
の
と
い
え
る
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
も
計
画
的
に
進
め

て
お
り
、
２
０
２
３
年
度
に
は
基
準
の
２
０

１
３
年
度
と
比
べ
て
、
目
標
の
24
％
削
減
を

上
回
る
32・
７
％
の
削
減
を
達
成
し
た
。
廃

棄
物
も
同
年
度
に
基
準
の
２
０
１
２
年
度

と
比
べ
て
32・１
％
減
ら
し
た
。
環
境
対
策

に
関
し
て
も
工
場
周
辺
の
企
業
と
意
見
交

換
を
実
施
し
て
い
る
。

　

民
間
企
業
と
交
流
す
る
意
義
に
つ
い
て
、

大
津
氏
は「
多
品
種
の
効
率
的
な
生
産
や

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
経
営
な
ど
、
逆
に
我
々
も

学
ぶ
点
が
多
々
あ
り
ま
す
」と
言
う
。

　
さ
ら
に
工
芸
官
の
卓
越
技
巧
を
秘
蔵
せ

ず
社
会
に
還
元
す
る
活
動
も
始
め
て
い
る
。

美
術
系
大
学
で
工
芸
官
が
版
画
制
作
の
特

別
授
業
を
行
っ
て
い
る
の
は
そ
の
一
つ
で

あ
る
。
一
昨
年
秋
に
は
工
芸
官
の
す
き
入

れ
紙
の
習
作
を
福
井
県
越
前
市
で
展
示
し

た
。
習
作
と
は
い
え
写
真
と
見
ま
が
う
ほ

ど
精
密
で
あ
る
。
お
札
の
す
か
し
は
も
と

も
と
越
前
和
紙
の
職
人
の
技
術
か
ら
学
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
昨
年
夏
に
は
東
京
国
立

博
物
館
で
工
芸
官
の
彫
刻
画
や
す
き
入
れ

画
を
披
露
し
た
。

　
お
札
作
り
の
芸
術
性
が
文
化
芸
術
の
振

興
に
寄
与
し
た
と
評
価
さ
れ
て
、
国
立
印

刷
局
は
文
化
庁
か
ら
２
０
２
４
年
度
の

「
文
化
庁
長
官
特
別
表
彰
」を
授
与
さ
れ

た
。
府
省
庁
・
独
立
行
政
法
人
を
含
む
国

の
機
関
で
は
初
め
て
だ
。

独
立
採
算
で
利
益
を
国
に

民
間
と
同
じ
経
営
の
発
想

　

国
立
印
刷
局
は
国
の
機
関
で
あ
り
な
が

ら
、自
律
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
る
。な
ぜ

で
き
る
の
か
。
完
全
な
独
立
採
算
で
事
業

を
遂
行
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
「
我
々
は
国
か
ら
運
営
費
交
付
金
を
も

ら
わ
ず
に
独
立
採
算
で
や
っ
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
が
利
益
を
株
主
に
分
配
す
る
よ

う
に
、
我
々
も
利
益
の
２
分
の
１
を
国
に

返
し
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
は
約
10
億
円
を

国
庫
に
納
付
し
ま
し
た
」。大
津
氏
の
説
明

で
さ
ら
に
驚
く
の
は
、
業
務
収
入
の
８
割

方
は
お
札
な
の
だ
が
、
官
報
も
パ
ス
ポ
ー

ト
も
全
て
独
立
採
算
で
成
り
立
っ
て
い
る

点
だ
。「
民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
コ
ス
ト

意
識
を
持
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
」

　
今
後
に
つ
い
て
大
津
氏
は
こ
う
語
る
。「
常

に
変
化
す
る
世
の
中
の
動
き
を
注
視
し
て
、新

た
に
生
じ
る
社
会
課
題
に
我
々
の
強
み
を
も
っ

て
対
応
し
ま
す
。そ
れ
が
我
々
の
責
務
で
あ
り
、

新
し
い
事
業
展
開
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

　

国
立
印
刷
局
は
年
間
業
務
収
入
８
１
８

億
円（
２
０
２
３
年
度
）、職
員
数
約
４
千
人

の
健
全
経
営
を
続
け
る
企
業
体
だ
が
、確
か

に
社
会
は
動
い
て
い
る
。
特
に
デ
ジ
タ
ル

化
の
影
響
は
大
き
い
。
屋
台
骨
の
お
札
の

製
造
枚
数
は
２
０
０
４
年
度
と
翌
年
度
は

約
41
億
枚
だ
っ
た
が
、
現
在
は
30
億
枚
程

度
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
め

ば
減
っ
て
い
く
。
法
令
や
企
業
の
決
算
公

告
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
官
報
は
４
月
よ

り
電
子
版
が「
正
本
」と
な
っ
た
。

　

国
立
印
刷
局
は
官
報
の
原
稿
作
成
業
務

を
引
き
続
き
担
当
す
る
。
ま
た
デ
ー
タ
の

利
活
用
推
進
の
た
め
政
府
が
整
備
を
進
め

る
ベ
ー
ス
・
レ
ジ
ス
ト
リ（
公
的
基
礎
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）の
運
用
管
理
の
実
務
を
請

け
負
っ
て
、４
月
か
ら
業
務
を
始
め
た
。

　
「
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」と
大

津
氏
は
言
う
。「
工
芸
官
に
よ
る
ア
ー
ト
か

ら
も
新
し
い
展
開
の
可
能
性
が
あ
る
で
し
ょ

う
」。
経
営
の
発
想
や
体
質
が
民
間
企
業
と

不
思
議
な
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。�

F

国立印刷局工場近隣の企業との意見交換会。工場マネジメントの改善や安全性向上
について、参加者に新たな気付きをもたらしている

一万円札と肖像部分コンテ画（渋沢栄一の肖像）。彫刻担当の工芸官は、精緻に描いた
肖像を基に金属板に特殊な彫刻刀（ビュラン）で点や線を手で一本一本彫刻し、原版
を作製する

SPECIMEN

見
本



山形県と秋田県にまたがる鳥海山。麓の庄内平野北部に位置する山形県遊
ゆ

佐
ざ

町
まち

では、その豊かな恵みの水系で
100年以上前からサケの人工ふ化・放流事業が営々と引き継がれている。生まれ故郷の川に回遊するロマン
あふれるサケの一生に寄り添う生業は、県最北端の町の貴重な地域資源として改めて注目されている。

鳥海山の恵みが育む伝統の
サケふ化・放流事業を次世代に継承へ

オホーツク海の高級サケ「めじか」のふるさと

2025.4 30

月
光
川
の
支
流
で
営
む

枡
川
鮭
漁
業
生
産
組
合

　
遊
佐
町
に
入
る
と「
出
羽
富
士
」と
も

呼
ば
れ
る
鳥
海
山
の
雄
大
な
姿
が
さ
ら

に
間
近
に
な
る
。
標
高
２
２
３
６
メ
ー

ト
ル
の
活
火
山
は
春
に
な
っ
て
も
雪
化

粧
し
て
お
り
、融
雪
は
や
が
て
伏
流
水

と
な
り
麓
を
沃よ
く
や野

に
し
て
き
た
。
山
裾

の
各
所
で
は
冷
た
く
澄
ん
だ
水
が
こ
ん

こ
ん
と
湧
き
出
て
い
る
。
こ
の
地
の
暮

ら
し
と
生
業
は
鳥
海
山
か
ら
の
恵
み
で

成
り
立
っ
て
い
る
。

　
そ
の
鳥
海
山
を
水
源
に
遊
佐
町
を
流

れ
る
月が
っ
こ
う光

川
流
域
の
支
流
に
は
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
く
る
サ
ケ
を
採
捕
し
卵
を
ふ

化
さ
せ
て
稚
魚
を
再
び
放
流
す
る
人
工

ふ
化
場
が
４
カ
所
あ
る
。
水
田
地
帯
を

流
れ
る
滝た
き

渕ぶ
ち
川
の
上
流
で
人
工
ふ
化
場

を
運
営
す
る「
枡
川
鮭
漁
業
生
産
組
合
」

は
、山
形
県
内
に
あ
る
15
の
サ
ケ
生
産
組

合
の
中
で
親
サ
ケ
の
採
捕
数
と
稚
魚
の

放
流
数
共
に
最
も
大
き
な
組
合
だ
。

　
同
組
合
の
ふ
化
場
を
訪
れ
た
の
は
３

月
中
旬
。
ま
だ
冷
た
い
日
本
海
か
ら
の
北

西
の
季
節
風
が
吹
き
つ
け
る
中
、同
組
合

の
尾
形
修
一
郎
組
合
長
ら
ふ
化
場
関
係
者

が
迎
え
て
く
れ
た
。
76
歳
の
尾
形
氏
は
祖

父
の
代
か
ら
３
代
に
わ
た
っ
て
組
合
長
を

シリーズ Vol .19

山形県遊佐町

山形県の最北端に位置する遊佐
町は、鳥海山と日本海に囲まれた
自然豊かな町である。町内を流
れる月光川では秋にサケの遡上
が見られ、清らかな水と美しい
景観が魅力だ。四季折々の観光
スポットがあり、登山や海水浴な
どが楽しめるため多くの人々に
親しまれている。

2025年3月31日時点

推計人口：12,043人 
世 帯 数：4,845世帯
主要産業：�農業、製造業、医療・福

祉および卸売・小売業

遊佐町
山形県

新潟県

宮城県

秋田県

福島県
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務
め
て
い
る
。
山
形
県
鮭
人
工
孵ふ

化
事
業

連
合
会
長
、一
般
社
団
法
人
全
国
さ
け
・

ま
す
増
殖
振
興
会
副
会
長
理
事
を
も
兼

務
す
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

　

遊
佐
町
に
限
ら
ず
、サ
ケ
は
古
来
、日

本
列
島
で
生
き
て
き
た
人
間
に
と
っ
て

は
冬
季
の
貴
重
な
た
ん
ぱ
く
源
で
あ
っ

た
。
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
も
食
料
に

し
た
サ
ケ
の
骨
が
多
く
見
つ
か
っ
て
お

り
、各
地
の
郷
土
料
理
に
使
わ
れ
、現
代

に
至
る
ま
で
日
本
人
が
最
も
好
む
魚
の

一
つ
と
言
わ
れ
る
。

変
動
す
る
サ
ケ
の
遡
上
数

人
工
ふ
化
で
資
源
確
保

　
サ
ケ
は
、河
川
で
稚
魚
ま
で
暮
ら
し
た

後
、海
に
泳
ぎ
出
て
北
上
し
、冷
た
い
海

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
や
ベ
ー
リ
ン
グ
海
、ア

ラ
ス
カ
湾
な
ど
を
移
動
し
な
が
ら
成
長
す

る
と
い
う
。
そ
し
て
、４
年
ほ
ど
か
け
て
成

魚
に
な
り
、
再
び
産
卵
の
た
め
に
母
な
る

川
に
回
遊
し
て
く
る
と
い
う
習
性
が
、地

域
の
魚
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た
ゆ
え
ん
だ
。

生
業
を
引
き
継
い
だ
尾
形
氏
は「
先
代
の

人
た
ち
は
サ
ケ
の
母
川
回
帰
に
ロ
マ
ン
を

感
じ
た
か
ら
苦
労
し
な
が
ら
も
続
け
て
き

た
の
だ
と
思
う
」と
話
す
。

　
自
然
界
で
の
サ
ケ
の
遡そ

じ
ょ
う上
数
は
昔
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
変
動
が
あ
り
、
極

端
に
採
捕
数
が
少
な
い
年
が
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
貴
重
な
資
源
の
サ

ケ
の
増
殖
は
古
く
か
ら
試
み
ら
れ
て
き
た

よ
う
だ
。山
形
県
が
２
０
１
８
年
３
月
に

ま
と
め
た「
山
形
県
さ
け
振
興
指
針
」に
よ

る
と
、藩
政
時
代
か
ら
一
部
の
河
川
で
、主

に
親
魚
の
産
卵
保
護
の
た
め
の「
種た

ね
が
わ
せ
い

川
制
」

が
あ
っ
た
と
い
う
。1
9
0
0
年（
明
治
33

年
）に
現
在
の
東
根
市
で
、北
海
道
十
勝
ふ

化
場
か
ら
の
サ
ケ
卵
１
万
個
を
ふ
化
飼
育

し
た
の
が
同
県
内
の
人
工
ふ
化
の
始
ま
り

と
言
わ
れ
る
。

　

遊
佐
町
で
は
１
９
０
７
年（
明
治
40
年
）

に
始
ま
っ
た
。
当
初
は
、回
帰
し
て
く
る

親
サ
ケ
の
採
捕
数
が
な
か
な
か
増
え
ず

苦
労
が
続
い
た
が
、大
正
時
代
の
中
ご
ろ

か
ら
採
捕
数
と
稚
魚
の
放
流
数
が
増
え

て
い
っ
た
と
い
う
。
１
９
３
０
年（
昭
和

５
年
）に
は
遊
佐
町
内
だ

け
で
も
９
カ
所
の
人
工

ふ
化
場
が
あ
っ
た
と
い

い
、当
時
は
日
本
海
側
で

有
数
の
放
流
数
を
誇
っ

て
い
た
。

　
枡
川
の
人
工
ふ
化
は

１
０
０
年
ほ
ど
前
の
昭

和
初
期
に
始
ま
っ
た
。地

域
の
農
家
が
共
同
で
始

め
、長
く
任
意
団
体
だ
っ
た
が
、尾
形
氏

が
生
ま
れ
た
１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）

に
、生
産
性
を
高
め
よ
う
と
生
産
組
合

法
人
を
設
立
し
た
。
尾
形
氏
の
祖
父
が

組
合
長
に
就
い
て
か
ら
、次
第
に
サ
ケ

の
遡
上
が
増
え
て
放
流
数
も
増
大
し
て

い
っ
た
と
い
う
。

　

県
の
振
興
指
針
に
よ
る
と
、昭
和
30
年

代
に
は
人
工
ふ
化
事
業
の
基
盤
が
整
備

さ
れ
、１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）ご
ろ
か

ら
、国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
ふ
化
場

の
規
模
拡
大
が
進
み
、採
捕
数
と
放
流
数

と
も
増
大
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
１
９

８
０
年（
昭
和
55
年
）ご
ろ
か
ら
平
成
の
半

ば
に
か
け
て
低
迷
期
に
な
り
、
受
精
し
て

目
が
出
始
め
た
状
態
の
発
眼
卵
を
北
海
道

か
ら
移
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
が
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
後
は
変
動
は
あ
る
も
の

の
放
流
数
は
県
内
で
３
千
万
匹
前
後
を

ふ化施設より約1キロメートル下流に位置する採捕場。この二つの施
設が連携し、サケの採捕から稚魚までの育成を一貫して行っている

枡川鮭漁業生産組合
組合長

尾形 修一郎 氏

ふ化施設で健やかに育つサケの稚魚たち。やがて大海原へと旅立ち、再び故郷
の川へと戻ってくる
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ま
ず
は
、枡
川
の
サ
ケ
ふ
化
事
業
の
一

連
の
仕
事
の
流
れ
と
、刷
新
さ
れ
た
ふ
化

場
の
設
備
や
卵
か
ら
稚
魚
に
飼
育
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
見
て
み
よ
う
。

　

毎
年
９
月
中
旬
ご
ろ
、サ
ケ
が
遡
上
す

る
滝
渕
川
を
清
掃
し
、サ
ケ
を
誘
導
し
て

採
捕
す
る
金
属
製
の「
ウ
ラ
イ
」と
い
う

施
設
を
設
置
し
、採
捕
を
始
め
る
。
10
月

中
旬
ご
ろ
か
ら
１
週
間
か
ら
10
日
ご
と
に

メ
ス
か
ら
採
卵
し
オ
ス
の
精
子
を
振
り
か

け
て
受
精
さ
せ
る
。
採
卵
数
は
１
千
万
個

を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
の
受
精
卵
の
ふ
化
室
棟
は
二
つ
あ
る
。

第
１
ふ
化
室
棟
は
、山
側
か
ら
湧
き
出
る
、

年
間
を
通
し
て
11
・
５
度
程
度
の
水
を
引

き
入
れ
て
い
る
。
50
箱
あ
る
ふ
化
槽
に
は

そ
れ
ぞ
れ
10
万
～
12
万
個
の
受
精
卵
を
入

れ
、
毎
分
40
リ
ッ
ト
ル
の
湧
き
水
を
流
し

て
い
る
。一
方
、第
２
ふ
化
室
棟
は
、湧
水

に
加
え
て
、敷
地
内
で
掘
っ
た
井
戸
の
水

も
使
っ
て
い
る
。

　

約
30
日
で
発
眼
し
た
卵
は
、死
ん
で
い

る
卵
を
取
り
除
く
検
卵
を
経
て
養
魚
池

に
移
す
。
ふ
化
し
た
直
後
の
栄
養
源
で

あ
る「
さ
い
の
う（
臍
嚢
）」が
な
く
な
り

稚
魚
が
浮
上
す
る
と
、
最
後
の
飼
育
池
に

移
し
て
、体
重
が
１
グ
ラ
ム
以
上
、
体
長

が
数
セ
ン
チ
に
な
る
ま
で
育
て
、
適
期
に
、

近
く
の
滝
渕
川
へ
の
放
流
を
行
う
。
枡

川
は
年
間
約
１
千
万
匹
を
放
流
し
て
お

り
、山
形
県
内
の
３
分
の
１
近
く
を
占
め

て
い
る
。

　
飼
育
池
は
長
さ
20
メ
ー
ト
ル
、
幅
５

メ
ー
ト
ル
、水
深
が
１
メ
ー
ト
ル
の
も

の
が
10
本
あ
る
。
河
川
水
を
引
き
込
ん

だ
広
い
池
で
ス
ト
レ
ス
が
な
く
泳
が
せ

て
、待
ち
受
け
る
厳
し
い
環
境
に
耐
え

ら
れ
る
丈
夫
な
稚
魚
に
育
て
る
と
い
う

発
想
な
ど
、北
見
管
内
さ
け
・
ま
す
増
殖

事
業
協
会
の
ア
イ
デ
ア
を
多
く
取
り
入

れ
た
と
い
う
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
で
の
サ
ケ
漁
が
盛

ん
な
北
海
道
で
は
、水
揚
げ
さ
れ
る
中
で

最
高
級
の
も
の
を「
め
じ
か
」と
い
う
。
本

州
で
は
な
じ
み
が
な
い
が
、産
卵
の
た
め

に
生
ま
れ
た
川
に
戻
る
前
に
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
で
捕
獲
さ
れ
た
脂
が
乗
っ
た
サ
ケ
だ
。

数
千
匹
に
１
匹
と
い
う
希
少
魚
で
ブ
ラ
ン

ド
化
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
側
の
標
識
を

付
け
た
追
跡
調
査
の
結
果
、こ
の
め
じ
か

の
多
く
は
月
光
川
を
母
川
と
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
の
だ
。

　
め
じ
か
は
、本
来
は
さ
ら
に
１
千
キ
ロ

の
旅
を
乗
り
切
っ
て
月
光
川
水
系
に
回

帰
す
る
た
め
に
体
に
栄
養
を
蓄
え
た
状

態
の
サ
ケ
だ
っ
た
の
だ
。
遊
佐
町
側
と
し

て
、丹
精
込
め
て
受
精
卵
か
ら
育
て
た
サ

ケ
が
北
海
道
側
で
一
方
的
に
先
取
り
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
り
、水
産
庁
も
漁
業
調

整
に
乗
り
出
す
な
ど
問
題
化
し
た
。

　
「
一
時
は
犬
猿
の
仲
で
し
た
」と
尾
形

氏
が
言
う
北
海
道
と
の
関
係
が
良
好
に

転
じ
た
の
は
、お
互
い
に
貴
重
な
資
源

を
守
る
た
め
に
、
ふ
化
技
術
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
い
う
思
い
を
共
有
で
き
た
か

ら
だ
。
15
年
ほ
ど
前
に
尾
形
氏
ら
が
北

見
管
内
の
施
設
を
見
学
し
、そ
の
立
派
な

設
備
と
関
係
者
の
熱
意
に
感
銘
を
受
け

た
。そ
の
後
、技
術
指
導
を
仰
ぐ
と
寛
大

に
応
じ
て
く
れ
て
、行
政
関
係
者
も
含
め

た
人
的
交
流
が
生
ま
れ
、
新
た
な
枡
川

ふ
化
場
の
建
設
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

川
と
海
を
つ
な
ぐ
交
流

「
遊
佐
町
め
じ
か
地
域
振
興
協
議
会
」

　

北
海
道
と
の
交
流
が
深
ま
る
中
で
、遊

保
っ
て
い
る
。

　

枡
川
鮭
漁
業
生
産
組
合
も
曲
折
を
経

な
が
ら
も
、近
隣
の
５
世
帯
、夫
婦
で
計

10
人
の
組
合
員
数
で
継
続
し
て
き
て
い

る
。
今
の
組
合
員
の
多
く
は
３
代
目
か
ら

４
代
目
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
10
年
ほ
ど

前
、施
設
が
老
朽
化
し
生
産
性
も
落
ち
て

き
た
た
め
、組
合
は
ふ
化
場
の
大
規
模
な

作
り
変
え
を
決
断
し
た
。２
０
１
７
年
３

月
に
完
成
し
た
現
在
の
ふ
化
場
で
、総
工

費
は
約
３
億
５
千
万
円
に
上
っ
た
。

　
尾
形
氏
は「
こ
ん
な
大
き
な
工
事
を
し

て
大
丈
夫
か
な
と
、心
配
で
１
週
間
も
寝

ら
れ
な
か
っ
た
」と
振
り
返
る
が
、「
組
合

の
皆
さ
ん
は
全
く
ぶ
れ
な
か
っ
た
」と
全

員
の
強
い
意
思
と
固
い
絆
を
強
調
す
る
。

「
め
じ
か
」が
縁
で
北
海
道
の

指
導
と
最
新
技
術
の
導
入

　
約
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
作

ら
れ
た
新
た
な
ふ
化
場
の
設
計
や
運
用

に
は
、
先
進
地
で
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
、
北
海
道
の
一
般
社
団
法
人「
北
見

管
内
さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
協
会
」の
全

面
的
な
協
力
と
指
導
が
反
映
さ
れ
て
い

る
。ま
れ
な
道
県
の
団
体
の
連
携
が
ど
の

よ
う
に
し
て
実
現
し
た
の
か
。
そ
れ
も
回

遊
す
る
サ
ケ
が
取
り
持
つ
縁
だ
っ
た
。

受精を終えたサケの卵はふ化槽へと移され、
清らかな水の中で成長し旅立ちを待つ

シリーズ Vol .19
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教
育
機
構
理
事
長
も
務
め
た「
よ
ろ
ず
水

産
相
談
室
ａ
ｆ
ｃ.
ｍ
ａ
ｓ
ａ
」代
表
の
宮

原
正
典
氏
が
招
か
れ「
サ
カ
ナ
の
世
界
を

豊
か
に
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

宮
原
氏
は
、地
球
温
暖
化
で
日
本
の
近

海
漁
場
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
、漁
業
の
脱
炭
素
化
な
ど
早

急
な
取
組
み
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

環
境
変
化
の
対
応
と
し
て
、北
海
道
の
技

術
を
導
入
し
た
枡
川
鮭
漁
業
生
産
組
合
に

注
目
し
、「
ふ
化
放
流
数
を
増
や
す
の
で

は
な
く
、放
流
す
る
魚
が
強
く
な
り
天
敵

な
ど
か
ら
自
ら
を
守
る
能
力
を
高
め
る

こ
と
に
注
力
し
た
」と
、そ
の
取
組
み
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

今
年
３
月
に
は「
月
光
川
水
系
の
鮭
資

佐
町
側
で
は
、一
方
的
に
資
源
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
思
い
が
消
え
て
い
き「
川

と
海
を
つ
な
い
で
貴
重
な
サ
ケ
資
源
を

共
に
考
え
て
い
こ
う
」と
い
う
機
運
が
高

ま
っ
た
。
そ
し
て
２
０
１
３
年
、ふ
化
・
放

流
事
業
と
め
じ
か
漁
を
共
に
発
展
さ
せ
て

地
域
を
活
性
化
し
よ
う
と
、遊
佐
町
と
山

形
県
、北
海
道
の
漁
業
関
係
者
ら
に
よ
る

「
遊
佐
町
め
じ
か
地
域
振
興
協
議
会
」が
発

足
し
た
。尾
形
氏
が
会
長
を
務
め
て
い
る
。

事
務
局
は
町
役
場
に
置
か
れ
、毎
年
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
る
。

　
２
０
２
３
年
12
月
に
開
か
れ
た「
遊
佐

町
鮭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
は
、元
水
産
庁

次
長
で
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・

源
を
考
え
る
」と
題
し
た
講
演
会
を
開

催
。
サ
ケ
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め

に
食
品
会
社
が
開
発
し
た
新
商
品
の
試
食

会
と
意
見
交
換
会
も
開
か
れ
た
。
ま
た
、

遊
佐
町
で
は
２
０
３
０
年
６
月
の
運
転
開

始
を
目
指
し
た
洋
上
風
力
発
電
事
業
が
動

き
出
し
た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地

域
振
興
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、講
演
会
に

は
電
力
会
社
や
商
社
の
関
係
者
も
出
席
す

る
な
ど
、「
め
じ
か
の
里
」に
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
者
が
集
う
協
議
会
に
発
展
し
て
い
る
。

減
少
傾
向
の
採
捕
数

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
試
行

　
し
か
し
、サ
ケ
を
め
ぐ
る
近
年
の
状

況
は
決
し
て
明
る
く
な
い
。

　

水
産
研
究
・
教
育
機
構
の
２
０
２
４
年

度
速
報（
２
月
末
現
在
）で
全
国
の
状
況
を

見
て
み
る
と
、
サ
ケ
の
沿
岸
漁
獲
数
と
河

川
捕
獲
数
を
合
わ
せ
た
来
遊
数
は
１
７

９
０
万
匹
で
前
年
同
期
比
78
％
、こ
の
う

ち
河
川
捕
獲
数
は
２
１
４
万
匹
で
同
61
％

に
と
ど
ま
り
、い
ず
れ
も
１
９
８
９
年
以

降
最
も
少
な
か
っ
た
。
山
形
県
で
は
、枡

川
が
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
な
河
川
で

の
採
捕
に
よ
る
捕
獲
数
が
３
万
８
６
９
６

匹
、沿
岸
漁
獲
数
を
含
め
た
来
遊
数
は
５

万
２
２
４
６
匹
で
前
年
同
期
比
85
％
だ
っ

た
。
原
因
は
温
暖
化
に
よ
る
環
境
変
化
を

指
摘
す
る
専
門
家
が
多
い
。

　

枡
川
の
採
捕
数
は
、２
０
２
０
年
度
が

７・２
万
匹
だ
っ
た
が
、翌
年
度
か
ら
３・

２
万
匹
、３・４
万
匹
、１・８
万
匹
と
低

迷
し
、２
０
２
４
年
度
は
１・６
万
匹
ま

で
減
少
し
た
。
過
去
５
年
間
の
平
均
が

３・4
万
匹
程
度
で
、尾
形
氏
が
目
標
と

す
る
５
万
匹
、回
帰
率
０・５
％
に
は
届

い
て
い
な
い
。

　
尾
形
氏
や
同
組
合
ふ
化
主
任
の
佐
藤

智
明
氏
は
、発
眼
卵
か
ら
浮
上
す
る
ま
で

の
管
理
に
何
ら
か
の
原
因
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。一
つ
は
河
川

水
の
温
度
だ
。
佐
藤
氏
は「
北
海
道
の
指

導
通
り
に
や
っ
て
き
た
が
、こ
こ
庄
内
の

水
の
温
度
は
北
海
道
よ
り
も
高
い
た
め
、

稚
魚
の
酸
素
の
消
費
量
が
増
え
て
溶
存

酸
素
量
が
足
り
な
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
」と
推
測
。
そ
こ
で
昨
年
か
ら
養
魚

池
の
水
量
と
溶
存
酸
素
量
を
増
や
す
工

夫
を
し
て
稚
魚
を
育
て
た
。
佐
藤
氏
は

「
今
回
放
流
し
た
稚
魚
た
ち
が
帰
っ
て
来

る
４
年
後
に
は
成
果
が
出
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」と
話
す
。

　
放
流
数
と
そ
の
時
期
も
工
夫
し
て
い

る
と
い
う
。
月
光
川
水
系
の
サ
ケ
は
、遡

上
時
期
が
早
い
前
期
群
と
遅
い
後
期
群

が
あ
る
。
前
期
群
は
か
つ
て
移
入
し
た
寒

ふ化主任の佐藤智明氏が語るサケの一生。採捕から放流ま
で、細やかな管理と創意工夫で次世代へと命をつなぐ

遊佐町の豊かな自然と北海道の厳しい海が育んだ「めじか」。
銀色に輝く姿が美しい
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の
回
帰
率
を
向
上
さ
せ
て
、
余
剰
卵
を

販
売
す
る
こ
と
で
自
立
し
た
経
営
を
目

指
し
た
い
」と
い
う
。
一
方
、持
続
可
能

な
経
営
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は「
異
業

種
か
ら
も
人
材
を
受
け
入
れ
た
い
」と
、

地
域
の
殻
を
破
り
た
い
思
い
が
あ
る
。

　

昭
和
初
期
、曽
祖
父
が
創
業
に
関
わ
っ

た
と
い
う
佐
藤
氏
は
組
合
の
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
で
50
歳
。
５
年
前
ま
で
は
自

動
車
関
連
会
社
に
勤
め
仙
台
市
内
に
単

身
赴
任
し
て
い
た
。「
小
さ
い
頃
か
ら
サ

ケ
事
業
に
触
れ
て
い
た
の
で
い
つ
か
は

継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
た
」と
い
う
。
佐

藤
氏
も「
昨
年
か
ら
組
合
員
の
27
歳
の
お

孫
さ
ん
が
加
わ
っ
て
く
れ
た
が
、こ
れ
か

ら
は
世
襲
か
ら
脱
却
し
て
外
部
の
人
を

入
れ
て
い
か
な
い
と
持
続
で
き
な
い
」と

将
来
を
見
据
え
る
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
サ
ケ
の
ふ
化・

放
流
事
業
を
終
え
る
と
、組
合
員
の
多

く
は
田
植
え
の
準
備
に
入
る
。
尾
形
氏

は
４・２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、佐
藤
氏
は
８・２

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
米
作
り
農
家
に
な
る
と

い
う
ふ
化
・
放
流
事
業
と
農
業
の
半
年

ず
つ
の
サ
イ
ク
ル
が
、こ
の
地
域
の
生

業
だ
。
尾
形
氏
の
高
校
の
同
級
生
で
会

社
経
営
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
し
て
い

る
佐
藤
豊
記
氏
は「
漁
業
と
農
業
と
い

う
自
然
の
生
き
物
と
作
物
を
扱
う
、地

域
の
魅
力
的
な
仕
事
だ
。
そ
れ
を
一
体

化
し
て
農
業
法
人
化
し
た
ら
い
い
と
勧

め
て
い
る
」と
、経
営
者
の
視
線
で
組
合

経
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
。

　

地
域
の
伝
統
的
な
生
活
や
生
業
の
魅

力
の
気
付
き
は
、外
部
の
人
の
方
が
敏
感

な
こ
と
が
多
い
。
遊
佐
町
産
業
課
長
の
太

田
智
光
氏
は「
町
民
に
と
っ
て
は
サ
ケ
の

ふ
化
・
放
流
は
昔
か
ら
当
た
り
前
に
あ
り

珍
し
く
も
な
い
が
、
専
門
家
の
宮
原（
正

典
）先
生
が
、と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
お
っ

し
ゃ
る
の
を
聞
い
て
、
改
め
て
大
事
な
伝

統
産
業
な
の
だ
と
気
付
い

た
」と
話
す
。町
で
は
毎
年

10
月
下
旬
の
サ
ケ
の
つ
か

み
ど
り
大
会
や
小
学
校
で

の
サ
ケ
を
学
ぶ
授
業
な
ど
、

地
域
資
源
に
触
れ
る
機
会

を
作
っ
て
い
る
。

　
山
形
県
最
北
部
の
人
口

約
１
万
２
千
人
の
町
に
、地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

若
い
男
女
９
人
が
移
住
し
、

彼
ら
は
全
国
か
ら
留
学
生

を
募
る
県
立
遊
佐
高
校
の

学
生
生
活
支
援
業
務
や
町

の
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）支

援
業
務
な
ど
を
担
当
し
て

い
る
。
さ
ら
に
情
報
サ
イ
ト「
来
ち
ゃ
い

な
よ
。ゆ
ざ
ま
ち
」の
運
営
も
し
て
い
る
。

尾
形
氏
は「
サ
ケ
に
触
れ
る
観
光
や
修

学
旅
行
な
ど
を
受
け
入
れ
た
い
。
遊
佐

町
の
魅
力
を
発
信
し
て
ほ
し
い
」と
若

者
の
活
動
に
期
待
し
て
い
る
。

　
川
と
海
を
回
遊
し
ふ
る
さ
と
に
帰
っ

て
来
る
サ
ケ
の
一
生
に
人
は
ロ
マ
ン
と

愛
着
を
感
じ
る
。
自
然
と
共
生
し
た
地

域
の
生
業
を
通
し
て
、次
世
代
に
つ
な

が
る
魅
力
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
紡
ぎ
出

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。�

F

冷
な
北
海
道
由
来
の
サ
ケ
が
多
く
、後
期

群
は
在
来
の
固
有
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

尾
形
氏
は「
温
暖
化
の
進
行
は
避
け
ら
れ

な
い
が
、対
応
策
と
し
て
温
暖
適
応
力
が

あ
る
後
期
群
の
放
流
を
増
や
す
。
我
々

は
負
け
ら
れ
な
い
」と
力
を
込
め
る
。

持
続
可
能
な
自
立
経
営
へ

外
部
の
視
線
と
多
様
な
人
材

　
ふ
化
・
放
流
事
業
は
か
つ
て
、行
政
に

よ
る
稚
魚
の
買
い
上
げ
が
収
益
の
柱
だ
っ

た
が
、山
形
県
に
よ
る
と
、
平
成
以
降
の

買
い
上
げ
予
算
の
ピ
ー
ク
は
１
９
９
７

年
度
の
９
千
万
円
で
、
そ
の
後
減
り
出

し
２
０
２
４
年
度
は
３
３
０
０
万
円
に

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
尾
形
氏
は「
サ
ケ

稚魚の放流が終わると、田植えの準備が始まる。鳥海山に抱かれた遊佐町では、
1年を通じて豊かな循環が続く

遊佐町産業課長

太田 智光 氏

シリーズ Vol .19
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第33号に掲載された「就職目指す
外国人を支援　地域に根差した教
育で人口減少を緩やかに」を拝見し
ました。人口減少と少子高齢化が進
む中、苫小牧でも外国人が働かれて
いる姿を見かけるようになりました。
畑中社長は日頃苫小牧商工会議所
においても、外国人労働者を「安い
労働力として位置付けるのではな
く、欠くことのできない仲間」とし
て、日本人も変わっていかなければ
いけないと話され行動されています。
本記事は、そういった想いの一端を
広く知っていただけるとても良い
内容だと感じました。

苫小牧商工会議所
経営支援部長兼中小企業相談所長

堀抜信吾 様

第32号「広がる事業承継の可能性」
を拝読しました。後継者不在問題の
解決を越えて、ストーリーをつなぎ
新たに進化させていく皆さまの挑
戦に感動しました。特に、Iターンの
薬剤師さんの事例には感銘を受け、
挑戦する若い世代が増えると地方
の活性化につながると思いました。
また、高等教育の場で事業承継が扱
われていることを知り、挑戦する方
を増やす観点からも、私自身も教育
現場との連携をしてみたいと思い
ました。

北海道事業承継・引継ぎ支援センター 
エリアコーディネーター

番場啓 様

第33号で紹介されていたスズキハ
イテック株式会社の「老舗企業を変
えたダイバーシティ経営　開発主導
型ビジネスモデルへの転換に外国
人材の熱意と力」を拝読し、外国人
雇用を成長戦略の中心に据える重
要性を改めて実感しました。経営
陣の明確なビジョンと、外国人材を
パートナーとして尊重する姿勢が、
地方都市での雇用成功にとって欠
かせない要素だと思います。大崎市
古川には、全国で２例目となる公営
の日本語学校が開設され、外国人労
働者の定着と活躍のさらなる促進
が期待されています。地域全体で生
活支援や日本語教育を充実させる
ことが、地方創生にとって不可欠な
環境づくりであると強く認識しま
した。

古川商工会議所 理事・事務局長
千葉敏弘 様

第30号のスペシャルリポートを拝
読しました。観測史上最高の気温、
資材費の高騰などにより、苦境に立
たされている生産者を目の当たり
にして、特別対談の中で生源寺先生
がお話しされていた「リスクと不確
実性」の見極めが重要であると感じ
ます。生産者が最大限努力してもな
お克服し難い事態に直面している
現況を鑑みるに、このまま生産が破
綻したらどうなるのか、社会全体で
危機感を共有する時が来ていると
感じます。

茨城県
匿名希望

第33号「地域で輝く外国人材」を拝
読しました。少子高齢化社会に突入
した日本で働き手を確保するため、
外国人材に期待するところは大き
いと考えております。弊社でも10
年ほど前から技能実習生の受け入
れを開始し、現在では40名の方が
在籍されており、母国から遠く言葉
も十分通じない日本に来て仕事を
している姿には頭が下がる思いで
す。掲載各社様の取組みについても
素晴らしいもので、それぞれの人に
寄り添った取組みを続けて定着に
つなげていきたいと思います。

兵庫県
匿名希望

第33号の特集「地域で輝く外国人
材」を拝読しました。ページをめく
り、まず目に飛び込んできたのは、
真剣な輝くまなざしの外国人材の
皆さんでした。少子高齢化が進む日
本では、労働力確保と社会の持続可
能性が重要課題です。経済的視点で
は、労働力多様化と多文化共生の推
進が解決の糸口と言われています。
そのためには外国人材が生活者と
して地域社会に根付く仕組みを構
築することが、最も重要だと改めて
気付かされました。

佐賀市産業支援相談室 サブマネージャー
金成千里 様

ご意見・ご感想

『日本公庫つなぐ』へのご意見・ご感想募集
本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。お寄せいただいたご意見・ご感想は、

『日本公庫つなぐ』に掲載します。誌面の都合上、編集させていただくことがあります。
右の二次元コードからご意見・ご感想をお寄せください。
https://www.jfc.go.jp/n/findings/tsunaguvoice/index.php



企
画

・
発

行
／（

株
）日

本
政

策
金

融
公

庫
　

広
報

部
　

〒
100 -0004 東

京
都

千
代

田
区

大
手

町
1 -9 -4　

Tel.03 -3270 -0631
制

作
・

編
集

／
TO

PPA
N（

株
）　

編
集

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

／
森

一
夫

第
34号

　
2025年

4月
発

行

シリーズ　地 域と生きる 第 24 回

大阪府泉佐野市、泉南郡熊取町、泉南市

「 泉 州 タ オ ル 」

写真提供／大阪タオル工業組合

日々の生活に欠かせない「タオル」が日本で用いられるようになったのは明治
時代のこと。当時タオルは高価な輸入品で、保温性が高いことから主に襟巻き
のように使われていた。大阪の舶来雑貨商・新井末吉はタオルの国産化を目指し、
知人の佐野村（現・泉佐野市）の白木綿職人・里井圓治郎に製織の研究を勧める。
平織りの木綿布と違い、タオルは綿糸がループ状になったパイル地でなくては
ならないため、里井は約2年かけてパイルを作る「打出機」を考案し、1887年に
タオルの製造に成功。以来、泉州地域は日本タオル産業発祥の地として大いに
栄えることになる。「泉州タオル」の特徴は、織り工程の最後に漂白・水洗いを
する「後さらし製法」。綿糸に付着した油分やのりを取り除くことで、糸本来の
吸水性を引き出し、肌触りの良いタオルに仕上がるという。一時は安価な海外製品
に押されたが、人と環境に配慮し、品質と安全性を追求したタオル作りで差別化
を図ってきた。現在の国内製造シェアは4割程度。シンプルで高品質なタオルは、
ふるさと納税の返礼品としても人気を集めている。

本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転用・転載はお断りします。

『日本公庫つなぐ』は、日本公庫ホームページでもご覧になれます。

https://www.jfc.go.jp/

検 索
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